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連携研究センター「フラテ」は、長期的展
望に基づいて堅実な知を追求する基盤的研
究と、目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合を図
ることを目的として、平成18年4月1日に設
置されました。センターの各分野は、医学
研究院の専任教員からなる基盤教室と戦略
的研究を行う時限付の連携教室から構成さ
れ、基盤教室と連携教室が協力して学際的・
学融合的研究を行っています。
本センターは、「分子・細胞イメージング

部門」、「再生医学・組織工学部門」、「脳科学
部門」、「人獣共通感染症診断・治療部門」の
4部門で発足しましたが、その後、「医学物
理学部門」、「光バイオイメージング部門」、
「レギュラトリーサイエンス部門」、「陽子線
治療研究部門」が増設され、8部門となりま
した。そして、平成27年度をもって、所定
の目的を達成した「医学物理学部門」、「人獣
共通感染症診断・治療部門」が、平成28年
度をもって「脳科学部門」「レギュラトリー
サイエンス部門」が廃止されました。

また、平成29年度に医学研究科が医学研
究院へ改組されたことに伴い、「部門」が「分
野」となり、新たに「人対象医学研究推進分
野」が新設され、5分野での活動となりまし
たが、令和元年度をもって「分子・細胞イメー
ジング分野」が、令和2年度をもって「陽子
線治療研究分野」が所定の目的を達成した
ことにより廃止となり、令和2年度より「分
子・細胞機能イメージング分野」と「療養・
就労両立医学分野」が、令和3年度より「医
療 AI教育研究分野」が新たに新設され現在6
分野で活動しております。
センターでは、｢医学研究院医理工学グ

ローバルセンター（GI-CoRE協力拠点）｣の大
型研究プロジェクトに対して研究支援を
行っているほか、多分野にわたる研究チー
ムが協力して学際的研究を推進することに
より、医学・生命科学と理工学の融合領域に
おいて世界をリードする多くの成果が得ら
れています。
連携研究センター「フラテ」が、世界最高

水準の先端的融合研究拠点として、さらな
る発展を遂げるよう努力してまいる所存で
すので、関係各位には今後とも本センター
の活動にご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

連携研究センター「フラテ」
令和3年度概要／令和2年度業績集の発刊にあたって
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再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

医療AI教育研究分野
分野長　工藤　與亮

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 講　　師／小野寺　智洋

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 助　　教／半田　悠　

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮
 特任助教／唐　明輝

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室
 教　　授／工藤　與亮
 特任教授／中谷　純

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス研究室
 教　　授／長谷山　美紀
 准 教 授／小川　貴弘

〔協力組織〕
保健科学研究院 医用生体理工学分野
 教　　授／加藤　千恵次
 教　　授／神島　保

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野
 教　　授／小笠原　克彦

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発分野
 准 教 授／大槻　美佳

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
がん制御学分野
 教　　授／園下　将大
 助　　准／大塩　貴子
 助　　教／大沼　耕平

〔協力組織〕
医理工学グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション
 准 教 授／小野寺　康仁

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学研究室
 教　　授／小川　美香子

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　 授／玉腰　暁子
 准 教 授／平田　匠
 助　 　教／木村　尚志

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター
 教　　授／伊藤　陽一

分子・細胞機能イメージング分野
分野長　工藤　與亮

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　 　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室
 教　 　授／渥美　達也
 講　　師／中村　昭伸
 講　　師／アメングアル・プリエゴ・マリア・オルガ

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所 分子神経免疫学分野
 教　　授／村上　正晃
 准 教 授／北條　慎太郎
 特任講師／山﨑　剛士

療養・就労両立医学分野
分野長　白𡈽　博樹

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室
 教　授／秋田　弘俊

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 教　授／本間明宏

〔基盤教室〕
放射線治療学教室
 教　授／青山　英史

〔基盤教室〕
小児科学教室
 教　授／真部　淳

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　授／岩崎　倫政

〔基盤教室〕
血液内科学教室
 教　授／豊嶋　崇徳

〔基盤教室〕
産婦人科学教室
 教　授／渡利英道

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室
 教　授／篠原　信雄

〔基盤教室〕
神経薬理学教室
 教　授／吉岡　充弘

〔協力組織〕
病院腫瘍センター
 教　授／白𡈽博樹（兼）

〔協力組織〕
病院乳腺外科
 

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科
 教　授／生駒　一憲

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　授／玉腰　暁子

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室
 教　授／白𡈽博樹（兼）

令和3年度連携研究センター　構成員 （令和３年４月１日現在）

助教／田中　勇希

助　　教／照川　アラー
特任准教授／角家　健（※）

准 教 授／杉森　博行
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 教　授／本間明宏

〔基盤教室〕
放射線治療学教室
 教　授／青山　英史

〔基盤教室〕
小児科学教室
 教　授／真部　淳

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　授／岩崎　倫政

〔基盤教室〕
血液内科学教室
 教　授／豊嶋　崇徳

〔基盤教室〕
産婦人科学教室
 教　授／渡利英道

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室
 教　授／篠原　信雄

〔基盤教室〕
神経薬理学教室
 教　授／吉岡　充弘

〔協力組織〕
病院腫瘍センター
 教　授／白𡈽博樹（兼）

〔協力組織〕
病院乳腺外科
 

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科
 教　授／生駒　一憲

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　授／玉腰　暁子

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室
 教　授／白𡈽博樹（兼）

令和3年度連携研究センター　構成員 （令和３年４月１日現在）

助教／田中　勇希

助　　教／照川　アラー
特任准教授／角家　健（※）

准 教 授／杉森　博行
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〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
分子神経免疫学分野

分子・細胞機能イメージング分野

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室再生医学・組織工学分野

〔基盤教室〕
分子生物学教室光バイオイメージング分野

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔基盤教室〕
医学統計学教室

〔基盤教室〕
画像診断学教室

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室

療養・就労両立医学分野

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室

〔基盤教室〕
神経薬理学教室

〔基盤教室〕
産婦人科学教室

〔基盤教室〕
小児科学教室

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

〔基盤教室〕
放射線治療学教室

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔協力組織〕
病院乳腺外科

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室

〔協力組織〕
病院腫瘍センター

〔基盤教室〕
血液内科学教室

人対象医学研究推進分野

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発

分野

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野

〔協力組織〕
保健科学研究院
医用生体理工学

分野

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学
研究室

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス

研究室

〔協力組織〕
医理工学

グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション

〔協力組織〕
遺伝子病制御
研究所

がん制御学分野

〔基盤教室〕
画像診断学教室

医療AI教育研究分野

令和3年度連携研究センター　組織 令和3年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を基盤
教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再生・再建医
療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた組
織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学や文部科学省から
認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェクト「疑似生体組織
ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運営費交付金特別
経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライフイノベーション
―高分子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」（平成25年度～）の支
援を受け、これまで通り、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構お
よび産業技術総合研究所と密に連携して学際的な研究を行っている。平
成28年度からは、北大GI-CoREに『ソフトマターグローバルステーション

（GSS）』が発足し、当部門の教員を含む海外・学内の先端的研究者による
世界水準の研究拠点が形成された。北海道大学が世界をリードする高分
子材料科学領域と再生・再建医学領域を融合する拠点として、生体軟組

織の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した生
命現象の本質の学理的な解明、および先端治療医学への展開のための
革新的治療医学研究を推進してきた。平成30年10月には、文科省が主
導する世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）に北海道大学が『化
学反応創成研究拠点（ICReDD: Institute for Chemical Reaction Design 
and Discovery）』として採択され、当分野の田中伸哉教授や先端生命科
学研究院のグン剣萍教授らはPIとして参加してソフトマター研究をさらに
強力に推進、計算科学や情報科学とも融合して学際的な研究を展開中で
ある。令和3年3月、GSSは設置期間を満了し、令和3年4月1日からは先端
生命科学研究院次世代物質生命科学研究センターソフトマター国際連
携ユニットに活動が引き継がれている。本ユニットは、本学総長から

「GI-CoRE協力拠点」としての認定を受けており、GI-CoREと協力して、なお
一層の国際共同研究・教育を実践している。

  ● 医療AI教育研究分野

医療AI教育研究分野は、最先端の医療AIの研究開発を進めながら、大
学院生や社会人への医療AI教育を普及・牽引していく分野である。医療
AIの進化は、医療の質の向上に留まらず、医療における業務の効率化、医
師・医療従事者の負担軽減、医療費の削減、継続的な地域医療の維持に
も繋がることが期待されている。本邦においては特に他の先進国と比較
して臨床医の数が少ない上、超高齢化社会の進行に伴いさらに多くの医
師・医療従事者が必要になると言われている。医師・医療従事者を支援
し、その不足をカバーしうる医療AIの研究開発を主導できる人材の育成
は急務であり、令和２年度より文部科学省では「保健医療分野における
AI研究開発加速に向けた人材育成産学協働プロジェクト」が開始された。

本学は東北大学、岡山大学と共同で「Global×Localな医療課題解決を目
指した最先端AI研究開発人材育成教育拠点」として支援を受けており、
本分野は本学における中心的な役割を担っている。画像診断学教室およ
び先端画像診断開発学分野を中心に、情報科学研究院メディアダイナミ
クス研究室、薬学研究院生体分析化学研究室、保健科学研究院医用生体
理工学分野・健康科学分野・高次脳機能創発分野の教員が参画してい
る。北海道大学病院の医療AI研究開発センターとも密接に連携し、産学
協働での医療AI研究開発を推進しながら、医療AIの研究開発を推進でき
る人材を育成していくことを目的としている。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病からの回
復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学系研究を
推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を有する公衆衛
生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学統計学教室を基盤
教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラトリーサイエンス研究を
行う病院臨床研究開発センター、医療情報学的研究や臨床研究のデータ

管理および解析方法に関する研究を行う病院データサイエンスセンター
を協力組織とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康
に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因
を把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研究
を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 分子・細胞機能イメージング分野

分子・細胞機能イメージング分野は、分子・細胞レベルの機能イメージ
ング技術を用いて分子・細胞・組織の機能を明らかにし、様々な生体機能
や疾患病態の実態を分子レベルで解明することを目指している。MRIや
PETを用いた分子イメージングでは安定同位体や放射性同位体を用い
て特定の分子をラベルし、分子の局在や機能を画像化する。マクロトーム
で作成した大型切片の超解像共焦点顕微鏡による解析では、遺伝子変

異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な微小構造の変化を検出する。さ
らに、１細胞RNAseq、多染色フローサイトメーター、多染色免疫組織化学
法などを用いて、様々な生体内分子をミクロレベルで解析し、分子生物学
的な解析技術も組み合わせることで、新たな生体機能の発見や疾患病態
の解明を行い、基礎医学から臨床医学に貢献することを目的としている。

  ● 療養・就労両立医学分野

疾病の治癒率が高まり70歳定年が叫ばれる今、がん治療と仕事等と
の両立は、すべての国民ひいてはわが国の発展にとって重要性が増して
いる。産業医や両立支援コーディネーターの講習会などの頻度は増えて
いるが、肝心の医療機関や治療医側の対応が不十分であることが課題と
なっている。疾病を発症した場合に、仕事を継続してよいのか、休止すべ
きなのか、いつ復職してよいのか、個人情報をどう扱うかなどの指針が必
要である。

同課題を解決するためには、①治療の優劣を判断する指標として従来
の生存率・安全性・生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学的に
比較すること、②療養と就労の両立に関して、臨床医学・生物学・薬理学・
放射線生物学・社会医学の点から科学的議論が必要であることを精査
し、大学病院や各種拠点病院用に指針を打ち出すために、医学研究院連
携研究センターに「療養・就労両立医学分野」を設立した。同分野内で、

「療養・就労両立医学教室」が総務を担当し、厚生労働省科研費や各種外
部資金を活用しつつ、種々の成果を得ることを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術等を駆使しながら、
がん細胞などの運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫逃避など
の様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景のメカニズムを
明らかにすることを目指している。さらに、光イメージングを用いた生体内

での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織における特定遺伝子の発
現状況のリアルタイム検出に関する研究、他バイオイメージング技術によ
る生体内の生理的または病的状態の画像研究も行っている。
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〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
分子神経免疫学分野

分子・細胞機能イメージング分野

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室再生医学・組織工学分野

〔基盤教室〕
分子生物学教室光バイオイメージング分野

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター

〔協力組織〕
病院データサイエンスセンター

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔基盤教室〕
医学統計学教室

〔基盤教室〕
画像診断学教室

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室

療養・就労両立医学分野

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室

〔基盤教室〕
神経薬理学教室

〔基盤教室〕
産婦人科学教室

〔基盤教室〕
小児科学教室

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

〔基盤教室〕
放射線治療学教室

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室

〔協力組織〕
病院乳腺外科

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室

〔協力組織〕
病院腫瘍センター

〔基盤教室〕
血液内科学教室

人対象医学研究推進分野

〔連携教室〕
先端画像診断開発学教室

〔協力組織〕
保健科学研究院
高次脳機能創発

分野

〔協力組織〕
保健科学研究院
健康科学分野

〔協力組織〕
保健科学研究院
医用生体理工学

分野

〔協力組織〕
薬学研究院
生体分析化学
研究室

〔協力組織〕
情報科学研究院
メディアダイナミクス

研究室

〔協力組織〕
医理工学

グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション

〔協力組織〕
遺伝子病制御
研究所

がん制御学分野

〔基盤教室〕
画像診断学教室

医療AI教育研究分野

令和3年度連携研究センター　組織 令和3年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を基盤
教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再生・再建医
療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた組
織構成となっている。この分野の研究の重要性は本学や文部科学省から
認められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェクト「疑似生体組織
ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運営費交付金特別
経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライフイノベーション
―高分子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」（平成25年度～）の支
援を受け、これまで通り、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構お
よび産業技術総合研究所と密に連携して学際的な研究を行っている。平
成28年度からは、北大GI-CoREに『ソフトマターグローバルステーション

（GSS）』が発足し、当部門の教員を含む海外・学内の先端的研究者による
世界水準の研究拠点が形成された。北海道大学が世界をリードする高分
子材料科学領域と再生・再建医学領域を融合する拠点として、生体軟組

織の機能を有するソフト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した生
命現象の本質の学理的な解明、および先端治療医学への展開のための
革新的治療医学研究を推進してきた。平成30年10月には、文科省が主
導する世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）に北海道大学が『化
学反応創成研究拠点（ICReDD: Institute for Chemical Reaction Design 
and Discovery）』として採択され、当分野の田中伸哉教授や先端生命科
学研究院のグン剣萍教授らはPIとして参加してソフトマター研究をさらに
強力に推進、計算科学や情報科学とも融合して学際的な研究を展開中で
ある。令和3年3月、GSSは設置期間を満了し、令和3年4月1日からは先端
生命科学研究院次世代物質生命科学研究センターソフトマター国際連
携ユニットに活動が引き継がれている。本ユニットは、本学総長から

「GI-CoRE協力拠点」としての認定を受けており、GI-CoREと協力して、なお
一層の国際共同研究・教育を実践している。

  ● 医療AI教育研究分野

医療AI教育研究分野は、最先端の医療AIの研究開発を進めながら、大
学院生や社会人への医療AI教育を普及・牽引していく分野である。医療
AIの進化は、医療の質の向上に留まらず、医療における業務の効率化、医
師・医療従事者の負担軽減、医療費の削減、継続的な地域医療の維持に
も繋がることが期待されている。本邦においては特に他の先進国と比較
して臨床医の数が少ない上、超高齢化社会の進行に伴いさらに多くの医
師・医療従事者が必要になると言われている。医師・医療従事者を支援
し、その不足をカバーしうる医療AIの研究開発を主導できる人材の育成
は急務であり、令和２年度より文部科学省では「保健医療分野における
AI研究開発加速に向けた人材育成産学協働プロジェクト」が開始された。

本学は東北大学、岡山大学と共同で「Global×Localな医療課題解決を目
指した最先端AI研究開発人材育成教育拠点」として支援を受けており、
本分野は本学における中心的な役割を担っている。画像診断学教室およ
び先端画像診断開発学分野を中心に、情報科学研究院メディアダイナミ
クス研究室、薬学研究院生体分析化学研究室、保健科学研究院医用生体
理工学分野・健康科学分野・高次脳機能創発分野の教員が参画してい
る。北海道大学病院の医療AI研究開発センターとも密接に連携し、産学
協働での医療AI研究開発を推進しながら、医療AIの研究開発を推進でき
る人材を育成していくことを目的としている。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病からの回
復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学系研究を
推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を有する公衆衛
生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学統計学教室を基盤
教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラトリーサイエンス研究を
行う病院臨床研究開発センター、医療情報学的研究や臨床研究のデータ

管理および解析方法に関する研究を行う病院データサイエンスセンター
を協力組織とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康
に関する様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因
を把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研究
を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 分子・細胞機能イメージング分野

分子・細胞機能イメージング分野は、分子・細胞レベルの機能イメージ
ング技術を用いて分子・細胞・組織の機能を明らかにし、様々な生体機能
や疾患病態の実態を分子レベルで解明することを目指している。MRIや
PETを用いた分子イメージングでは安定同位体や放射性同位体を用い
て特定の分子をラベルし、分子の局在や機能を画像化する。マクロトーム
で作成した大型切片の超解像共焦点顕微鏡による解析では、遺伝子変

異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な微小構造の変化を検出する。さ
らに、１細胞RNAseq、多染色フローサイトメーター、多染色免疫組織化学
法などを用いて、様々な生体内分子をミクロレベルで解析し、分子生物学
的な解析技術も組み合わせることで、新たな生体機能の発見や疾患病態
の解明を行い、基礎医学から臨床医学に貢献することを目的としている。

  ● 療養・就労両立医学分野

疾病の治癒率が高まり70歳定年が叫ばれる今、がん治療と仕事等と
の両立は、すべての国民ひいてはわが国の発展にとって重要性が増して
いる。産業医や両立支援コーディネーターの講習会などの頻度は増えて
いるが、肝心の医療機関や治療医側の対応が不十分であることが課題と
なっている。疾病を発症した場合に、仕事を継続してよいのか、休止すべ
きなのか、いつ復職してよいのか、個人情報をどう扱うかなどの指針が必
要である。

同課題を解決するためには、①治療の優劣を判断する指標として従来
の生存率・安全性・生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学的に
比較すること、②療養と就労の両立に関して、臨床医学・生物学・薬理学・
放射線生物学・社会医学の点から科学的議論が必要であることを精査
し、大学病院や各種拠点病院用に指針を打ち出すために、医学研究院連
携研究センターに「療養・就労両立医学分野」を設立した。同分野内で、

「療養・就労両立医学教室」が総務を担当し、厚生労働省科研費や各種外
部資金を活用しつつ、種々の成果を得ることを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術等を駆使しながら、
がん細胞などの運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫逃避など
の様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景のメカニズムを
明らかにすることを目指している。さらに、光イメージングを用いた生体内

での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織における特定遺伝子の発
現状況のリアルタイム検出に関する研究、他バイオイメージング技術によ
る生体内の生理的または病的状態の画像研究も行っている。

7

Research Center for Cooperative Projects 2021



令和3年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を
基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための
新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野で
は、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持
つ新しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の創出、２）これを
擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解
明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図る
ことによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行ってお
り、世界をリードする成果を着実に上げつつある。
当分野では、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および
産業技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに
種々の多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）
には軟骨表面置換材料としてだけでなく、生体内軟骨再生誘導能が
あることを報告してきた。現在、DNゲルの改良および次世代多機能
性ゲルの開発を並行して行っており、その手法の一つとして、分子ス
テント法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン
酸などの生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規
DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認してい
る。さらにDNゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイ
トナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生
能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これま
でゲルの高い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持すること
が困難であり、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていた
が、関節内埋植実験での詳細な観察により、ゲルの内部にまで骨組
織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形成するこ
とを明らかとした。
これらの成果はInternational Union of Materials Research 
Societies- International Conference in Asia （IUMRS-ICA）、
OrthopaedicResearch Societyそれぞれの学会で受賞するなど国際
的に高く評価されている。DNゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に
加え、生体内での骨との強固な接着の実現はこの新しい生体材料の
医学への応用に大きな期待ができ、これらの成果を速やかに先端治
療医学へ展開を図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組
織の開発等を行っている。

腫瘍病理学教室では、これまで北大先端生命科学研究院、北大化
学反応創成研究拠点ICReDDと連携し、種々の多機能ゲルを用いて
学際的な研究を進めてきた。組織再生へ向けた研究では、人工軟骨
として応用可能な機械特性を有するPAMPS/PDMAAm ダブルネッ
トワーク（DN） hydrogel を開発し（Adv. Mater 2003、Biomaterials 
2005）、近年、DNゲルの表層にハイドロキシアパタイト（HAp）を複合
化したHAp/DN gelは、生体内で骨組織と強固に結合することを報告
した（Adv Healthcare Mater. 2001731, 2020.）。令和３年度は、そ
の分子メカニズムの解明に注力した。溶液中でHAp/DNゲルから持
続的に溶出されるCaおよびPは、ウサギ骨髄由来間葉系幹細胞
（MSC）において8種類の骨形成マーカーの発現を有意に増強させ

た。さらに、HAp/DNゲルプラグのウサギ関節内埋植実験により、埋植
3日目にプラグ周辺組織にMSCマーカー陽性細胞が動員され、その
後、これらの細胞で骨分化マーカーRunx2およびOCNが高度に発現
し、骨形成細胞に分化することを示した。このように、ハイドロキシア
パタイトナノ粒子をDNゲル表層に複合化することで、「骨伝導能」と
「骨再生能」を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。DN
ゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固
な接着の実現は、この新しい生体材料の医学・医療への応用に向け
て大きな期待となる。これらの成果は、Journal of Biomedical 
Materials Research: Part A に掲載され（2021 Oct 28）、第36回日
本整形外科学会基礎学術集会（2021年10月）で発表した。
一方、当教室では、がん幹細胞標的・次世代型癌個別化医療の開
発に向けても研究を継続・発展させている。我々は2021年、DNゲル
上にがん細胞を播種すると、短時間で効率的にがん幹細胞が誘導さ
れる現象Hydrogel activated reprogramming phenomena （HARP
現象）を報告した（Nat Biomed Eng, Mar 29, 2021）。これらの技術
と知見を基盤とし、現在、様々な癌種において、新たな診断・予後予
測マーカー、及び新規治療標的分子を同定すべく、研究を展開して
いる。一例として髄膜腫の成果を挙げる。DNゲル、PNaSSゲル、
PCDMEゲル上に髄膜腫細胞を播種すると、癌幹細胞マーカー遺伝
子と共に、CXCR4の発現が共通して亢進することが明らかとなった。 
In vivoマウス移植実験では、ゲル上培養髄膜腫細胞はマウス生体内
での腫瘍形成能力が高く、また形成された腫瘍組織中でCXCR4は特
に辺縁部に局在し、腫瘍のinvasive frontに存在する幹細胞を模倣し
ている可能性が示唆された。CXCR4を治療標的とすることで髄膜腫
の形成阻害と共に、周囲正常脳組織への浸潤を阻止することが可能
となると示唆され、髄膜腫の新たな治療標的分子となり得ることが期
待される（paper in preparation）。
ハイドロゲルは生体内腫瘍組織の様々な環境を模倣することで、
分化したがん細胞をがん幹細胞へとリプログラミングすると示唆さ
れる。この現象を様々ながんに応用し、ハイドロゲルを基盤とした革
新的ながん個別化医療の開発を目指す。
整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植
軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重
篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。現在、有
効性・安全性試験を施行中であり、臨床応用の新たなステージに突
入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な橋
渡し研究を行っている。具体的には、重症軟骨損傷に対する既存術
式との併用による新たな治療法の開発（The American Journal of 
Sports Medicine 2019, 2021）や、移植細胞同士を、高純度アルギ
ン酸ゲルを用いて架橋した「生きた細胞ゲル」を開発し、難治性腱損
傷に対する治療効果を検証している（特願2021－136866）。また、
椎間板および半月板再生に応用する研究を行っている。椎間板再生
では既に臨床試験を展開しており、また半月板分野では前臨床試験
を開始している。これらの研究成果を基盤として、新規医療材料の臨
床応用を実現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指している。

光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
協力組織　医理工学グローバルセンター 分子医理工学部門生物医理工学セクション
協力組織　遺伝子病制御研究所 がん制御学分野

本研究分野では、乳癌や腎癌等の様々な悪性腫瘍において低分

子量G蛋白質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進す

る分子装置であることを明らかにしてきた。乳癌においては、機能獲

得型変異p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の亢進がARF6

経路の活性化の原因となり、浸潤・転移、薬剤耐性に関与することを

見出した。腎明淡細胞癌では、リゾフォスファチジン酸（LPA）とそのG

蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）がARF6経路の活性化と悪

性度進展に寄与することを報告した。ARF6を中心とするシグナル経

路は上皮－間充織形質転換（Epithelial-mesenchymal transition; 

EMT）を引き起こし、EPB41L5を発現誘導することをすでに示してい

る。一方、ARF6経路の活性化には、RAB11bとメバロン酸代謝経路を

介するRAB11bの脂質修飾が重要であることを明らかにした。実際

に、当該代謝経路の阻害剤であるスタチンは、ゲラニルゲラニルピロ

リン酸の産生を抑制し、RAB11b及びARF6経路の活性化、さらに癌

細胞の浸潤・転移及び薬剤抵抗性を著しく減弱できることを示した。

癌治療抵抗性の要因の一つに放射線抵抗性があげられる。当研究

室では、ARF6経路がインテグリンの制御を介して細胞内ミトコンドリ

ア動態を制御し、ミトコンドリアの集積と放射線照射により誘発され

るカタストロフィーを回避していることを明らかにした。さらに、このメ

カニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すことにより、活性酸素種

の増大による放射線増感が可能であることを確認しており、臨床へ

の応用可能性を示した。細胞はT細胞表面にある免疫チェックポイン

ト分子PD-1（Programmed Cell Death-1）のリガンドであるPD-L1を

細胞表面に発現させ、T細胞応答を抑制する。我々は、KRAS/TP53変

異を持つ膵癌においてARF6経路が高発現・活性化されることや、活

性化したARF6経路はPD-L1の細胞膜表面へのリサイクリングを促進

したり、癌組織の繊維化にも関与することで、膵癌の免疫回避に寄与

することを見出した（下図）。近年は、心不全に代表される心筋細胞の

機能低下に関する基礎研究を九州大学と共同で行っている。

今後、医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物医理

工学セクションや遺伝子病制御研究所がん制御学分野とも連携し、

光イメージング技術を駆使しながら、癌細胞の悪性化や治療抵抗性

に関わる分子基盤、また心不全などの他疾患における基礎的知見を

明らかにしていく予定である。
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令和3年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を
基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための
新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野で
は、１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持
つ新しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の創出、２）これを
擬似生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解
明、および３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図る
ことによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行ってお
り、世界をリードする成果を着実に上げつつある。
当分野では、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および
産業技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに
種々の多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）
には軟骨表面置換材料としてだけでなく、生体内軟骨再生誘導能が
あることを報告してきた。現在、DNゲルの改良および次世代多機能
性ゲルの開発を並行して行っており、その手法の一つとして、分子ス
テント法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン
酸などの生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規
DNゲルにはin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認してい
る。さらにDNゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイ
トナノ粒子をDNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生
能」の両者を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これま
でゲルの高い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持すること
が困難であり、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていた
が、関節内埋植実験での詳細な観察により、ゲルの内部にまで骨組
織形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形成するこ
とを明らかとした。
これらの成果はInternational Union of Materials Research 
Societies- International Conference in Asia （IUMRS-ICA）、
OrthopaedicResearch Societyそれぞれの学会で受賞するなど国際
的に高く評価されている。DNゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に
加え、生体内での骨との強固な接着の実現はこの新しい生体材料の
医学への応用に大きな期待ができ、これらの成果を速やかに先端治
療医学へ展開を図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組
織の開発等を行っている。

腫瘍病理学教室では、これまで北大先端生命科学研究院、北大化
学反応創成研究拠点ICReDDと連携し、種々の多機能ゲルを用いて
学際的な研究を進めてきた。組織再生へ向けた研究では、人工軟骨
として応用可能な機械特性を有するPAMPS/PDMAAm ダブルネッ
トワーク（DN） hydrogel を開発し（Adv. Mater 2003、Biomaterials 
2005）、近年、DNゲルの表層にハイドロキシアパタイト（HAp）を複合
化したHAp/DN gelは、生体内で骨組織と強固に結合することを報告
した（Adv Healthcare Mater. 2001731, 2020.）。令和３年度は、そ
の分子メカニズムの解明に注力した。溶液中でHAp/DNゲルから持
続的に溶出されるCaおよびPは、ウサギ骨髄由来間葉系幹細胞
（MSC）において8種類の骨形成マーカーの発現を有意に増強させ

た。さらに、HAp/DNゲルプラグのウサギ関節内埋植実験により、埋植
3日目にプラグ周辺組織にMSCマーカー陽性細胞が動員され、その
後、これらの細胞で骨分化マーカーRunx2およびOCNが高度に発現
し、骨形成細胞に分化することを示した。このように、ハイドロキシア
パタイトナノ粒子をDNゲル表層に複合化することで、「骨伝導能」と
「骨再生能」を併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。DN
ゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固
な接着の実現は、この新しい生体材料の医学・医療への応用に向け
て大きな期待となる。これらの成果は、Journal of Biomedical 
Materials Research: Part A に掲載され（2021 Oct 28）、第36回日
本整形外科学会基礎学術集会（2021年10月）で発表した。
一方、当教室では、がん幹細胞標的・次世代型癌個別化医療の開
発に向けても研究を継続・発展させている。我々は2021年、DNゲル
上にがん細胞を播種すると、短時間で効率的にがん幹細胞が誘導さ
れる現象Hydrogel activated reprogramming phenomena （HARP
現象）を報告した（Nat Biomed Eng, Mar 29, 2021）。これらの技術
と知見を基盤とし、現在、様々な癌種において、新たな診断・予後予
測マーカー、及び新規治療標的分子を同定すべく、研究を展開して
いる。一例として髄膜腫の成果を挙げる。DNゲル、PNaSSゲル、
PCDMEゲル上に髄膜腫細胞を播種すると、癌幹細胞マーカー遺伝
子と共に、CXCR4の発現が共通して亢進することが明らかとなった。 
In vivoマウス移植実験では、ゲル上培養髄膜腫細胞はマウス生体内
での腫瘍形成能力が高く、また形成された腫瘍組織中でCXCR4は特
に辺縁部に局在し、腫瘍のinvasive frontに存在する幹細胞を模倣し
ている可能性が示唆された。CXCR4を治療標的とすることで髄膜腫
の形成阻害と共に、周囲正常脳組織への浸潤を阻止することが可能
となると示唆され、髄膜腫の新たな治療標的分子となり得ることが期
待される（paper in preparation）。
ハイドロゲルは生体内腫瘍組織の様々な環境を模倣することで、
分化したがん細胞をがん幹細胞へとリプログラミングすると示唆さ
れる。この現象を様々ながんに応用し、ハイドロゲルを基盤とした革
新的ながん個別化医療の開発を目指す。
整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植
軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重
篤な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。現在、有
効性・安全性試験を施行中であり、臨床応用の新たなステージに突
入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な橋
渡し研究を行っている。具体的には、重症軟骨損傷に対する既存術
式との併用による新たな治療法の開発（The American Journal of 
Sports Medicine 2019, 2021）や、移植細胞同士を、高純度アルギ
ン酸ゲルを用いて架橋した「生きた細胞ゲル」を開発し、難治性腱損
傷に対する治療効果を検証している（特願2021－136866）。また、
椎間板および半月板再生に応用する研究を行っている。椎間板再生
では既に臨床試験を展開しており、また半月板分野では前臨床試験
を開始している。これらの研究成果を基盤として、新規医療材料の臨
床応用を実現するとともに新たな臨床適応の獲得を目指している。

光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
協力組織　医理工学グローバルセンター 分子医理工学部門生物医理工学セクション
協力組織　遺伝子病制御研究所 がん制御学分野

本研究分野では、乳癌や腎癌等の様々な悪性腫瘍において低分

子量G蛋白質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進す

る分子装置であることを明らかにしてきた。乳癌においては、機能獲

得型変異p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の亢進がARF6

経路の活性化の原因となり、浸潤・転移、薬剤耐性に関与することを

見出した。腎明淡細胞癌では、リゾフォスファチジン酸（LPA）とそのG

蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）がARF6経路の活性化と悪

性度進展に寄与することを報告した。ARF6を中心とするシグナル経

路は上皮－間充織形質転換（Epithelial-mesenchymal transition; 

EMT）を引き起こし、EPB41L5を発現誘導することをすでに示してい

る。一方、ARF6経路の活性化には、RAB11bとメバロン酸代謝経路を

介するRAB11bの脂質修飾が重要であることを明らかにした。実際

に、当該代謝経路の阻害剤であるスタチンは、ゲラニルゲラニルピロ

リン酸の産生を抑制し、RAB11b及びARF6経路の活性化、さらに癌

細胞の浸潤・転移及び薬剤抵抗性を著しく減弱できることを示した。

癌治療抵抗性の要因の一つに放射線抵抗性があげられる。当研究

室では、ARF6経路がインテグリンの制御を介して細胞内ミトコンドリ

ア動態を制御し、ミトコンドリアの集積と放射線照射により誘発され

るカタストロフィーを回避していることを明らかにした。さらに、このメ

カニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すことにより、活性酸素種

の増大による放射線増感が可能であることを確認しており、臨床へ

の応用可能性を示した。細胞はT細胞表面にある免疫チェックポイン

ト分子PD-1（Programmed Cell Death-1）のリガンドであるPD-L1を

細胞表面に発現させ、T細胞応答を抑制する。我々は、KRAS/TP53変

異を持つ膵癌においてARF6経路が高発現・活性化されることや、活

性化したARF6経路はPD-L1の細胞膜表面へのリサイクリングを促進

したり、癌組織の繊維化にも関与することで、膵癌の免疫回避に寄与

することを見出した（下図）。近年は、心不全に代表される心筋細胞の

機能低下に関する基礎研究を九州大学と共同で行っている。

今後、医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物医理

工学セクションや遺伝子病制御研究所がん制御学分野とも連携し、

光イメージング技術を駆使しながら、癌細胞の悪性化や治療抵抗性

に関わる分子基盤、また心不全などの他疾患における基礎的知見を

明らかにしていく予定である。
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人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター、病院データサイエンスセンター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問である。実際に利用する上で必要

となる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にしている。当

教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心である。教

室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健康

問題に挑戦する意識を大事にすることを掲げている。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っている。

（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経つ

が、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予測をな

るべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりである。診断時のみ

ならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測すること、

死亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り返し再発

や、重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑なアウトカ

ムに対応するための方法論開発を行っている。（2）に関して、臨床試

験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人体実験であるこ

とから、十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小さなサンプ

ルサイズで試験実施したい要求がある。最近では開発する薬剤を複

数の部位に対して効果を検討することや、バイオマーカーを用いて

効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザインの下で開発が進ん

でいる。また、アカデミアを中心に希少疾患に対し、何らかのエビデン

スを創出するために、サンプルサイズが小さく制限された下で、なる

べく適切な意思決定を行うためのデザインが必要とされている。これ

ら臨床試験デザインの方法論を開発している。他にも生物統計コン

サルテーシヨンを通して、臨床家と共同研究を数多く実施している。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認定

され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッショ

ンとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果たして

いる。また、文部科学省「橋渡し研究戦略的推進プログラム」にも採択

され、橋渡し研究の推進にも寄与している。本組織は、医学統計学分

野、評価科学分野と連携して、本学の研究者のシーズの実用化に向

けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治験

を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運用と

データマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験以外の

研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に行ってい

る。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメントの手法やノ

ウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育に反映させ、本

学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に新たなモダリティの医薬品の規制

や評価等に関する検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等

の開発ガイドラインの作成にも携わっている。

協力組織：病院データサイエンスセンターでは、近年注目を集めてい

るナショナルデータベースやウェアラブルデバイスから得られるデー

タなどのリアルワールドデータに着目し、リアルワールドデータの取

得方法に関する医療情報学的研究、臨床研究デザイン、臨床研究の

データ管理および解析方法に関する研究を推進している。

本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分

子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態を解明

することを目指して、令和２年度よりスタートした。

画像診断学教室では、MRIやPETを用いた分子イメージングとし

て、安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、分

子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでいる。特に安定同位

体のイメージングではMRIと同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分

子の局在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージン

グから研究を開始している。脳内の水動態は近年のトピックとなって

いるが、脳内のリンパ系としてglymphatic systemが提唱されており、

様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。glymphatic 

systemの本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動きであるが、水分子

そのものを長期間・高分解能で追跡する技術がなかったため、リンパ

系としての実際の機能は明らかにはなっていない。我々は酸素の安

定同位体であるO-17やO-18を用いて水分子をラベルし、MRIではマ

クロレベルのイメージング、同位体顕微鏡ではミクロレベルのイメー

ジングを行い、水分子そのものをトレーサーとして用いる手法の確立

を目指している。O-17水によるMRIイメージングでは高分解能の4D

イメージングの開発を行っており、O-18水による同位体顕微鏡イ

メージングでは、分子神経免疫学教室のマクロトームも利用し、含水

凍結生体試料の水イメージングが可能になった。これらの手法を用

いて正常の水動態をまず理解し、次に細胞膜にある水分子特異的な

チャネルであるアクアポリンの機能を明らかにし、さらにはアルツハ

イマー型認知症や筋萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患、多発

性硬化症などの発症と、glymphatic systemの関係の詳細を明らか

とする。将来的には水分子から様々な生体内分子に対象を広げ、ミク

ロレベルからマクロレベルで動的に追跡することで新たな生体機能

の発見や病態の解明を行い、新しい画像バイオマーカーの確立や新

しい治療戦略の開発など、基礎医学から臨床医学まで広い領域で貢

献することを目指している（図１）。

免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学教室では、画像診断学教

室と協力して、前述した最先端MRI、PET、同位体顕微鏡技術を応用

するとともに超解像共焦点顕微鏡やシート型顕微鏡、マクロトームな

どのイメージング技術を組み合わせて疾患発症の分子機構を明らか

にしている。マクロトームで作成した大型切片の超解像共焦点顕微

鏡による解析で、遺伝子変異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な

微小構造の変化を検出する。さらに、疾患モデルマウスから患者検体

まで透明化による３D免疫染色も可能とするシート型顕微鏡も用い

てイメージング解析も実施し、疾患の発症機構を解析する。イメージ

ング技術による解析を分子生物学的に応用展開するためには、主と

してレーザーマイクロダイセクション法とシングルセルRNAseq技術

を用いている。本分野では、これらのイメージング技術と分子生物学

的な技術から、特に、自己免疫疾患を含む難治性の炎症性疾患発症

の分子機構を明らかにする。将来的には、本分子・細胞機能イメージ

ング分野から世界に冠たるイメージング技術を開発し、その応用展

開から疾患発症機構のコンセプトを発信し、臨床において疾患の予

防、治療に用いることを目指している（図２）。現在、免疫・代謝内科

学教室と分子神経免疫学教室で２つの共同研究を実施しているの

で、令和3年度に成果をまとめる予定である。（１）シェーグレン症候

群の疾患関連遺伝子であるGTF2Iが、リスクSNPにて発現増強し、唾

液腺細胞内にてNFkB経路を核内で正に制御して炎症誘導機構であ

るIL-6アンプを活性化していることを見出している。（２）全身性エリ

テマトーデスモデル（MRLlpr） rマウスを慢性的な睡眠不足にすると

神経精神SLE様の行動を示し、その行動変容の分子機構として

mPFC神経核のマイクログリア活性化依存性のIL-12発現亢進が関

連していた。神経精神SLE患者でも同様の現象が認められ、今後、マ

ウスモデルでの詳細なイメージング的解析も実施予定である。

分子・細胞機能イメージング分野
基盤教室　画像診断学教室
基盤教室　免疫・代謝内科学教室
協力組織　遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野
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人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター、病院データサイエンスセンター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィールド

研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行われるよ

う学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問である。実際に利用する上で必要

となる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にしている。当

教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心である。教

室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健康

問題に挑戦する意識を大事にすることを掲げている。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っている。

（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経つ

が、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予測をな

るべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりである。診断時のみ

ならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測すること、

死亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り返し再発

や、重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑なアウトカ

ムに対応するための方法論開発を行っている。（2）に関して、臨床試

験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人体実験であるこ

とから、十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小さなサンプ

ルサイズで試験実施したい要求がある。最近では開発する薬剤を複

数の部位に対して効果を検討することや、バイオマーカーを用いて

効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザインの下で開発が進ん

でいる。また、アカデミアを中心に希少疾患に対し、何らかのエビデン

スを創出するために、サンプルサイズが小さく制限された下で、なる

べく適切な意思決定を行うためのデザインが必要とされている。これ

ら臨床試験デザインの方法論を開発している。他にも生物統計コン

サルテーシヨンを通して、臨床家と共同研究を数多く実施している。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認定

され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッショ

ンとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果たして

いる。また、文部科学省「橋渡し研究戦略的推進プログラム」にも採択

され、橋渡し研究の推進にも寄与している。本組織は、医学統計学分

野、評価科学分野と連携して、本学の研究者のシーズの実用化に向

けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治験

を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運用と

データマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験以外の

研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に行ってい

る。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメントの手法やノ

ウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育に反映させ、本

学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に新たなモダリティの医薬品の規制

や評価等に関する検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等

の開発ガイドラインの作成にも携わっている。

協力組織：病院データサイエンスセンターでは、近年注目を集めてい

るナショナルデータベースやウェアラブルデバイスから得られるデー

タなどのリアルワールドデータに着目し、リアルワールドデータの取

得方法に関する医療情報学的研究、臨床研究デザイン、臨床研究の

データ管理および解析方法に関する研究を推進している。

本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分

子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態を解明

することを目指して、令和２年度よりスタートした。

画像診断学教室では、MRIやPETを用いた分子イメージングとし

て、安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、分

子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでいる。特に安定同位

体のイメージングではMRIと同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分

子の局在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージン

グから研究を開始している。脳内の水動態は近年のトピックとなって

いるが、脳内のリンパ系としてglymphatic systemが提唱されており、

様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。glymphatic 

systemの本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動きであるが、水分子

そのものを長期間・高分解能で追跡する技術がなかったため、リンパ

系としての実際の機能は明らかにはなっていない。我々は酸素の安

定同位体であるO-17やO-18を用いて水分子をラベルし、MRIではマ

クロレベルのイメージング、同位体顕微鏡ではミクロレベルのイメー

ジングを行い、水分子そのものをトレーサーとして用いる手法の確立

を目指している。O-17水によるMRIイメージングでは高分解能の4D

イメージングの開発を行っており、O-18水による同位体顕微鏡イ

メージングでは、分子神経免疫学教室のマクロトームも利用し、含水

凍結生体試料の水イメージングが可能になった。これらの手法を用

いて正常の水動態をまず理解し、次に細胞膜にある水分子特異的な

チャネルであるアクアポリンの機能を明らかにし、さらにはアルツハ

イマー型認知症や筋萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患、多発

性硬化症などの発症と、glymphatic systemの関係の詳細を明らか

とする。将来的には水分子から様々な生体内分子に対象を広げ、ミク

ロレベルからマクロレベルで動的に追跡することで新たな生体機能

の発見や病態の解明を行い、新しい画像バイオマーカーの確立や新

しい治療戦略の開発など、基礎医学から臨床医学まで広い領域で貢

献することを目指している（図１）。

免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学教室では、画像診断学教

室と協力して、前述した最先端MRI、PET、同位体顕微鏡技術を応用

するとともに超解像共焦点顕微鏡やシート型顕微鏡、マクロトームな

どのイメージング技術を組み合わせて疾患発症の分子機構を明らか

にしている。マクロトームで作成した大型切片の超解像共焦点顕微

鏡による解析で、遺伝子変異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な

微小構造の変化を検出する。さらに、疾患モデルマウスから患者検体

まで透明化による３D免疫染色も可能とするシート型顕微鏡も用い

てイメージング解析も実施し、疾患の発症機構を解析する。イメージ

ング技術による解析を分子生物学的に応用展開するためには、主と

してレーザーマイクロダイセクション法とシングルセルRNAseq技術

を用いている。本分野では、これらのイメージング技術と分子生物学

的な技術から、特に、自己免疫疾患を含む難治性の炎症性疾患発症

の分子機構を明らかにする。将来的には、本分子・細胞機能イメージ

ング分野から世界に冠たるイメージング技術を開発し、その応用展

開から疾患発症機構のコンセプトを発信し、臨床において疾患の予

防、治療に用いることを目指している（図２）。現在、免疫・代謝内科

学教室と分子神経免疫学教室で２つの共同研究を実施しているの

で、令和3年度に成果をまとめる予定である。（１）シェーグレン症候

群の疾患関連遺伝子であるGTF2Iが、リスクSNPにて発現増強し、唾

液腺細胞内にてNFkB経路を核内で正に制御して炎症誘導機構であ

るIL-6アンプを活性化していることを見出している。（２）全身性エリ

テマトーデスモデル（MRLlpr） rマウスを慢性的な睡眠不足にすると

神経精神SLE様の行動を示し、その行動変容の分子機構として

mPFC神経核のマイクログリア活性化依存性のIL-12発現亢進が関

連していた。神経精神SLE患者でも同様の現象が認められ、今後、マ

ウスモデルでの詳細なイメージング的解析も実施予定である。

分子・細胞機能イメージング分野
基盤教室　画像診断学教室
基盤教室　免疫・代謝内科学教室
協力組織　遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野
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療養・就労両立医学分野
基盤教室　放射線治療学教室
 血液内科学教室
 腫瘍内科学教室
 小児科学教室
 産婦人科学教室
 腎泌尿器外科学教室
 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 整形外科学教室
 公衆衛生学教室
 神経薬理学教室

欧米のメタアナリシスで、がん生存者は健康なコントロール群より

も失業しやすいことが示されており（失業率 33.8% : 15.2%、相対リ

スク; 1 .47（95%信頼限界；1.21-1 .55）（de Boer ,  e t  a l .  J  

AMA2009）、我が国の厚労科研「がんの社会学」（主任研究者　山

口健）でも、がん患者の勤務者の34％が依頼退職、解雇され、自営業

者の13％が廃業していた（2004年）。2016年には、改正がん対策基

本法で、事業主の責務としてがん患者の雇用の継続等に配慮するよ

う努めることが記載され（第8条）、事業場向きガイドラインが公表さ

れ、医学教育モデル・コア・カリキュラムに、「患者の苦痛や不安感に

配慮しながら、就学・就労、育児・介護等との両立支援を含め患者と

家族に対して誠実で適切な支援を行える。」ことが全人的実践的能力

として、学修目標に加えられた。2017年の働き方改革事項計画に「7. 

病気の治療と仕事の両立」が大きく明記された。

治療と仕事の両立支援の実際は、以下に示すような順番で進み、

医療機関、企業・産業医、両立支援コーディネーターが関係する。

①がん患者が両立支援を希望 ：患者から両立支援コーディネー

ターと企業へ

②企業/産業医から、保健医療機関へ勤務情報を提供

③保険医療機関から、企業/産業医等へ意見書提出

2020年から、①～③が成就されたことが確認された場合に国民健

康保険でカバーされることになった。しかし、③の意見書を的確に書

くための教育・研修・研究がなされておらず、政策が現場を置き去り

にして、先行している。

本分野では、日本全国の大学病院や各種連携拠点病院が保健医

療機関として両立支援を始めるために必要な整備内容を検討するた

め、2019年11月に本領域のリーダーである産業医科大学を見学・研

修し、同大学にならい、2020年5月より北海道大学病院腫瘍センター

に「就労・療養両立支援外来」を設置した。また、札幌医師会・北海道

労働保健管理協会の協力等を経て腫瘍センター内に医師数名と両

立支援コーディネーターの研修を受講した看護師１名・社会福祉士

３名とで「就労・療養両立支援チーム」を立ち上げた。会社からの情

報をもとに治療中に仕事をする上で配慮してほしいことを会社の産

業医等に伝え、主治医に仕事との両立を配慮して治療計画を立てる

ための情報提供やアドバイスをできる体制を整えた。

また、今後、申請者と予定教員は、厚生労働省、日本医師会、関連す

る企業などとの相談を進め、オールジャパン規模の研究教育診療体

制を構築し、行政への両立支援拠点病院の要件の提案などにより、

本医学研究院および病院が、同研究分野を牽引することを目指す予

定であったが、2020年2月以降のCOVID-19のパンデミックにより、

その予定を変更し、

①がん治療の優劣を判断する指標として従来の生存率・安全性・

生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学的に比較すること、

②療養と就労の両立に関して、臨床医学・がん生物学・薬理学・放

射線生物学・社会医学の点から科学的議論が必要であることを、短

期間内で精査し、骨太の指針を打ち出すこととした。

療養・就労両立医学教室では、以下の活動を行った。

a. 2020年10月に、日本放射線腫瘍学会にて治療と仕事の両立支

援に関するシンポジウムを主催し、厚労省関係課長、産業医科大学

学長、患者団体、北海道の産業医、放射線治療医などで行った。

b. 2020年度に、厚労科研費（茂松班）を活用し、2019年度に続い

て、全国の両立支援に関する放射線治療医の意識調査を行い、

2019年度に比較して、若干の意識・行動の改善傾向を認めた。

c. 2020年度に、「治療と仕事の両立支援」に関する意見書を記載

する際のマニュアル作成、経済毒性に関する臨床研究を行う場合の

プロトコールひな型作成を行い、それぞれを全国の大学病院および

がん診療連携拠点病院へ配布した。

d. 2021年4月以降、愛知県がんセンター、東京大学等と共同で、が

ん等の高額な医療費による経済毒性と、治療と仕事の両立に関する

研究を進めている。

医療AI教育研究分野

本分野は令和２年度に開始された文部科学省「保健医療分野に

おけるAI研究開発加速に向けた人材育成産学協働プロジェクト」を

本学で実施するにあたり令和３年度より設置された。医療AI研究開

発６領域（画像診断支援、ゲノム医療、診断・治療支援、介護認知症、

医薬品開発、手術支援）を念頭に置き、最先端の医療AI開発を行い

ながら大学院生・社会人の医療AI教育を行うことをミッションとして

いる。

画像診断学教室では先端画像診断開発学分野や情報科学研究院

メディアダイナミクス研究室と連携しながら、画像診断分野を中心と

したAI研究開発に取り組んでいる。MRIやPETデータを中心に、高速

撮像での高精細画像再構成、被ばく低減を目指した高精細な超解像

画像再構成、病変部のアダブティブな自動抽出、多変量データを用

いた病変・病態診断や予後予測などの研究開発を進めている。先端

画像診断開発学分野では、現場の臨床において必要とされるAI技術

要件の多角的再検討と必要な要素技術の研究開発、現状のAI要素

技術の限界点の分析・明確化と必要な医療用新規AI要素技術の創

生開発、遠隔介護支援あるいは遠隔医療支援において用いる自立型

ロボットへの組込を前提としたAI技術の再検討、ゲノムオミックス情

報をより高速に利活用するためのAI手法の方向性研究などを念頭に

研究開発検討を進めている。保健科学研究院医用生体理工学分野

では手術動画解析による手術手技解析や有害事象検出、胸部画像

における重症度判定や予後予測などの研究を行っており、保健科学

研究院健康科学分野ではレセプト・DPCデータのAI解析、特定健診

データによる疾病予測アルゴリズムの開発などを推進しており、地域

医療連携におけるAI利用などにも取り組む予定である。その他、保健

科学研究院　高次脳機能創発分野では認知症における認知心理検

査のAI解析、薬学研究院　生体分析化学研究室では薬剤開発にお

けるAI利用などにも取り組む予定である。これらの研究開発のうち、

企業との共同研究をベースにしたものは薬事認証・承認を含めて社

会実装も目指しており、北海道大学病院に設置された医療AI研究開

発センターとも密接に連携し、企業との共同研究開発の推進、外部資

金の獲得、部局間連携、地域連携、国際連携も積極的に行っていく。

研究開発と同時に人材育成にも深く取り組んでおり、令和３年度

より医療AI教育プログラム（Clinical  AI  Human Resources 

Development Program：CLAP）を開始した。医学院博士課程の大学

院生を対象にした４年間のコースと、その他の大学院生・社会人を

対象にした１年間のインテンシブコースがある。前者では最新の臨

床医学に関連させたAI技術を学ぶことで、医療AIの開発をリーダー

として主導できる人材を育成する。後者では様々な専門分野をバッ

クグラウンドに持っている受講生が集まるため、それぞれの立場から

医療AI開発を推進できる人材を育成する。いずれも医療AI全般の知

識習得に加えて、医療課題の抽出技術や医療情報システム開発にお

けるプロジェクト管理技法、システム設計手法、医療AIプログラミング

技術の習得も目指している。講義や実習はオンライン・オンデマンド

の形態を多く取り入れているが、アクティブ・ラーニング型の要素も重

視して幅広いディスカッションが行えるように配慮している。さらに、

このCLAP以外でも医療AI特別セミナーとして、より広い聴講者を対

象に医療AIに関する話題提供を行っている。

連携教室　療養・就労両立医学教室
協力組織　病院腫瘍センター
 病院乳腺外科
 病院リハビリテーション科

基盤教室　画像診断学教室
連携教室　先端画像診断開発学教室
協力組織　情報科学研究院メディアダイナミクス研究室
 薬学研究院生体分析化学研究室
 保健科学研究院医用生体理工学分野
 保健科学研究院健康科学分野
 保健科学研究院高次脳機能創発分野

12



療養・就労両立医学分野
基盤教室　放射線治療学教室
 血液内科学教室
 腫瘍内科学教室
 小児科学教室
 産婦人科学教室
 腎泌尿器外科学教室
 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 整形外科学教室
 公衆衛生学教室
 神経薬理学教室
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金の獲得、部局間連携、地域連携、国際連携も積極的に行っていく。

研究開発と同時に人材育成にも深く取り組んでおり、令和３年度

より医療AI教育プログラム（Clinical  AI  Human Resources 

Development Program：CLAP）を開始した。医学院博士課程の大学

院生を対象にした４年間のコースと、その他の大学院生・社会人を

対象にした１年間のインテンシブコースがある。前者では最新の臨

床医学に関連させたAI技術を学ぶことで、医療AIの開発をリーダー

として主導できる人材を育成する。後者では様々な専門分野をバッ

クグラウンドに持っている受講生が集まるため、それぞれの立場から

医療AI開発を推進できる人材を育成する。いずれも医療AI全般の知

識習得に加えて、医療課題の抽出技術や医療情報システム開発にお

けるプロジェクト管理技法、システム設計手法、医療AIプログラミング

技術の習得も目指している。講義や実習はオンライン・オンデマンド

の形態を多く取り入れているが、アクティブ・ラーニング型の要素も重

視して幅広いディスカッションが行えるように配慮している。さらに、

このCLAP以外でも医療AI特別セミナーとして、より広い聴講者を対

象に医療AIに関する話題提供を行っている。
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連携研究センターで展開されている主たる研究プロジェクトの概要

北海道大学の強み・特色を活かした国際連携研究・教育の推進

と、部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世

界トップレベルの教員を国内外及び学内から結集した総長直轄の

組織として、平成26年４月、国際連携研究教育局（GI-CoRE）が設置

された。GI-CoRE内には、研究領域ごとの活動拠点である「グロー

バルステーション（GS）」を置き、各GSにおいて重点的に研究教育活

動を進めている。

GI-CoRE設置と同時期に設置された「量子医理工学グローバルス

テーション」は、設置期間が令和２年３月に満了となったが、これま

での成果が評価され、さらに機動力を高めるために令和２年４月に

医学研究院に定着化し、「医理工学グローバルセンター（GCB）」を

設置し、「GI-CoRE協力拠点」の認定を受け、GI-CoREと連携しなが

ら研究教育活動を継続している。

GI-CoREの特色は以下の通りである。

1） GI-CoRE 内に置かれているグローバルステーションに、国内

外から世界トップレベルの教育研究ユニットを誘致し、学内

関連分野の世界トップレベル教員とともに、国際連携研究・教

育を推進。

2） 研究費等を重点的に配分。

3） 所属教員には、新たな人事・給与制度等を適用。

4） 教育研究に集中できる環境を構築するため、所属教員の管理

運営業務を免除。

5） 教育研究成果を、全学的な組織改革に活かす。

○令和３年４月現在以下の２つのグローバルステーションを設

置。

１） バイオサーフィス創薬グローバルステーション（令和２年３

月設置）

２）先住民・文化的多様性研究グローバルステーション（令和３

年４月設置）

○各グローバルステーションにステーション長を置き、関連分野の

中核となる教員をもって充てる。

○実際の研究活動は、以下の関連部局において実施する。

1） ソフトマターグローバルステーション…先端生命科学研究院

2） ビッグデータ･サイバーセキュリティグローバルステーション

…情報科学研究科、情報基盤センターと北海道大学病院

3） 北極域研究グローバルステーション…北極域研究センター

4） バイオサーフィス創薬グローバルステーション…薬学研究院

○教員配置

1） 国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度

を活用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE

に所属するが、実情に応じて関連部局等を兼務することがで

きる。

2） 学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員を

GI-CoRE に配置する。

○設置期間を満了したグローバルステーションは、関連部局等に定

着化し、GI-CoRE協力拠点の認定を受け、GI-CoREと連携しなが

ら研究教育活動を継続。令和３年４月現在、以下の６つの協力

拠点を認定

1） 医学研究院　医理工学グローバルセンター＊＊

2） 人獣共通感染症リサーチセンター　国際協働ユニット

3） 農学研究院　食水土資源グローバルセンター

4）先端生命科学研究院　次世代物質生命科学研究センター　

ソフトマター国際連携ユニット

5）情報科学研究院　ビッグデータとIoTに関する協同センター

6）北極域研究センター　国際連携研究ユニット

＊GI-CoREホームページ

　　https://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/ 

＊＊医学研究院　医理工学グローバルセンターホームページ

　　https://gcb.med.hokudai.ac.jp/ （英語版）

　　https://gcb2.med.hokudai.ac.jp/overview.html （日本語版）

国際連携研究教育局（GI-CoRE）協力拠点

令和２年度連携研究センター業績
ANNUAL REPORT 2020
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…情報科学研究科、情報基盤センターと北海道大学病院

3） 北極域研究グローバルステーション…北極域研究センター

4） バイオサーフィス創薬グローバルステーション…薬学研究院

○教員配置

1） 国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度

を活用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE

に所属するが、実情に応じて関連部局等を兼務することがで

きる。

2） 学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員を
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○設置期間を満了したグローバルステーションは、関連部局等に定

着化し、GI-CoRE協力拠点の認定を受け、GI-CoREと連携しなが

ら研究教育活動を継続。令和３年４月現在、以下の６つの協力

拠点を認定

1） 医学研究院　医理工学グローバルセンター＊＊

2） 人獣共通感染症リサーチセンター　国際協働ユニット

3） 農学研究院　食水土資源グローバルセンター

4）先端生命科学研究院　次世代物質生命科学研究センター　
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5）情報科学研究院　ビッグデータとIoTに関する協同センター

6）北極域研究センター　国際連携研究ユニット

＊GI-CoREホームページ

　　https://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/ 

＊＊医学研究院　医理工学グローバルセンターホームページ

　　https://gcb.med.hokudai.ac.jp/ （英語版）

　　https://gcb2.med.hokudai.ac.jp/overview.html （日本語版）

国際連携研究教育局（GI-CoRE）協力拠点

令和２年度連携研究センター業績
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令和２年度連携研究センター　構成員

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー 「
フ
ラ
テ
」

再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 特任准教授／角家　健（※）
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／テルカウィ アラー

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 特任助教／半田　悠

〔基盤教室〕
放射線医理工学教室
 教　　授／清水　伸一
 准 教 授／橋本　孝之
 特任准教授／小橋　啓司
 助　　教／西岡　健太郎

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学専攻
応用量子ビーム工学講座
 特任教授／梅垣　菊男
 准 教 授／松浦　妙子
 准 教 授／宮本　直樹

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
がん制御学分野
 教　　授／園下　将大
 助　　教／大塩　貴子

〔協力組織〕
医理工学グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション
 准 教 授／小野寺　康仁

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター
 助　　教／高尾　聖心

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 准 教 授／平田　匠
 助　　教／趙　文静
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　授／佐藤　典宏
 教　授／荒戸　照世
 教　授／伊藤　陽一

分子・細胞機能イメージング分野
分野長　工藤　與亮

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室
 教　　授／渥美　達也
 講　　師／中村　昭伸
 講　　師／アメングアル・プリエゴ・マリア・オルガ
 助　　教／河野　通仁

〔連携教室〕
遺伝子病制御研究所
分子神経免疫学分野
 教　　授／村上　正晃
 准 教 授／北條　慎太郎
 助　　教／田中　勇希

療養・就労両立医学分野
分野長　青山　英史

〔基盤教室〕
放射線治療学教室
 教　授／青山　英史

〔基盤教室〕
産婦人科学教室
 教　授／渡利　英道

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　授／玉腰　暁子

〔基盤教室〕
血液内科学教室
 教　授／豊嶋　崇徳

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室
 教　授／篠原　信雄

〔基盤教室〕
神経薬理学教室
 教　授／吉岡　充弘

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室
 教　授／秋田　弘俊

〔基盤教室〕
小児科学教室
 教　授／真部　淳

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　授／岩崎　倫政

〔協力組織〕
病院腫瘍センター
 教　授／青山英史（兼）

〔協力組織〕
病院乳腺外科
 

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科
 教　授／生駒　一憲

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 教　授／本間　明宏

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室
 教　授／白𡈽博樹（兼）

（令和３年３月3１日現在）
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令和2年度　研究セミナー

〇連携研究センター全体

第15回　北海道大学医学研究院連携研究センター
研究成果発表会
日　時　　令和3年1月13日（水）　13：25～17：30
場　所　　Zoomによるオンライン開催

プログラム
1． センター長挨拶（13：25～13：30）

2． 各分野報告（13：30～16：45）
　（1） 分子・細胞機能イメージング分野 ： 座長　教授　村上　正晃（13：30～14：00）

　　　「疾患関連遺伝子による炎症誘導機構におけるIL-6アンプの役割」

演者　大学院生　下山　修平

　（2） 光バイオイメージング分野 ： 座長　教授　佐邊　壽孝（14：00～14：30）

　　　「上皮間葉転換（EMT）におけるミトコンドリア機能制御の解析」

演者　特任助教　半田　　悠

　（3）陽子線治療研究分野：座長　教授　白𡈽　博樹（14：30～15：00）

　　　「陽子線治療の適切な選択基準に資する国際標準化に関する研究」

演者　特任准教授　小橋　啓司

―――――  休憩（15分）  ―――――

　（4） 人対象医学研究推進分野 ： 座長　教授　荒戸　照世（15：15～15：45）

　　　「希少疾病用医薬品の開発における薬効薬理試験に関する研究－非臨床から臨床へ－」

演者　大学院生　横式　沙紀

　（5） 療養・就労両立医学分野 ： 座長　教授　白𡈽　博樹（15：45～16：15）

　　　「医育機関での療養・就労両立支援医学の構築の試み」

演者　学術研究員　岩崎　由加子

　（6） 再生医療・組織工学分野 ： 座長　准教授　津田　真寿美（16：15～16：45）

　　　「ハイドロキシアパタイト複合化ダブルネットワークゲル上での骨髄間葉系幹細胞の骨分化能評価」

演者　大学院生　甲斐原　拓真

3． 特別講演（16：45～17：30）
　　　「アクアポリンと脳水流のダイナミクス」

演者　　安井　正人（慶應義塾大学医学部薬理学教室　教授）

4． 閉会の辞（17：30）
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〇その他

再生医学・組織工学分野
腫瘍病理学教室・整形外科学教室

1
がんを知ろう、田中伸哉、人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン・北海道がん
プロ（がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン）・北海道大学医学
部・市民公開講座、https://www.youtube.com/watch?v=JNmc0LQbTdw

令和 3 年 2 月17日公開

2

ゲルでがんの親分を見つけ出す：がん幹細胞の迅速誘導法の開発にはじめて成功
～がんの再発予防、がん根絶新治療薬の開発に期待～、田中伸哉、北大 / 国がん共
同プレスリリー
日本語	 https://www.hokudai.ac.jp/news/2021/03/post-814.html
英　語	 https://www.global.hokudai.ac.jp/blog/uprooting-cancer-hydrogel-
rapidly-reverts-cancer-cells-back-to-cancer-stem-cells/

令和 3 年 3 月30日

光バイオイメージング分野
遺伝子病制御研究所がん制御学分野

１ がん制御学セミナー 札幌 令和 2 年 8 月 4 日
２ がん制御学セミナー 札幌 令和 2 年11月19日

人対象医学研究推進分野
公衆衛生学教室・医学統計学教室・北大病院臨床研究開発センター

１ 公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 令和 2 年 8 月19日
２ 公衆衛生学教室特別セミナー 札幌 令和 2 年 9 月 3 日

３ 医学統計学教室特別セミナー
「希少疾患に対する臨床試験デザイン」 札幌 令和 2 年12月17日

４
医学統計学教室特別セミナー

「がん登録データ解析における感度解析：一般集団生存率に含まれるがん
死亡割合の補正」

札幌 令和 3 年 2 月 4 日

５ 医学統計学教室特別セミナー
「中間事象に対する主要層ストラテジーの応用」 札幌 令和 3 年 3 月 4 日

６ 臨床研究セミナー 札幌 令和 2 年 8 月18日
７ 臨床研究セミナー 札幌 令和 2 年 9 月15日
８ 臨床研究セミナー 札幌 令和 2 年10月 1 日
９ 臨床研究セミナー 札幌 令和 2 年11月10日
10 臨床研究セミナー* 札幌 令和 2 年12月17日
11 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 2 月 5 日
12 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 3 月15日
13 臨床研究セミナー 札幌 令和 3 年 3 月26日
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分子・細胞機能イメージング分野
画像診断学教室・遺伝子病制御研究所分子神経免疫学分野

１ 平田健司：小児神経膠芽腫患者に対するI-131MIBG治療に関する講演会、
金沢大学との合同セミナー WEB 令和 2 年11月30日

2 第3回フォトエキサイトニクス研究拠点 研究会 光励起状態制御の予測と
高度利用 WEB 令和 2 年 3月31日

3 量子技術とニューロモジュレーションによる炎症性疾患の制御と臓器関
連の解明（シンポジウム） WEB 令和 2 年 3 月16日

4 IGMセミナー　【周産期サイトカインストームと認知機能発達；統合失調症
モデルを使った検証】 WEB 令和 2 年 2 月12日

5 リエゾンラボ炎症セミナー WEB 令和 2 年12月21日

6 第６回北大部局横断シンポジウム　『若手研究者による生命と物質の融合
を目指して！』 WEB 令和 2 年10月19日

7 IGMセミナー　【多発性硬化症モデルのミエロイド系細胞機能抑制による
病態形成抑制】 WEB 令和 2 年10月 9 日

療養・就労両立医学分野
放射線治療学教室・血液内科学教室・小児科学教室

１ 市民公開講座：北海道で安心してがん治療をうけるために（北海道大学大
学院医学研究院がん専門医療人養成プラン 2021） 札幌 令和 3 年 2 月16日

2 Varianプレスセミナー 東京都 令和 3 年 3 月24日
3 第34回JCRミッドウインターセミナー Web 令和 3 年 1 月16日
4 がんプロ：北大医：市民公開講座 Web 令和 3 年 2 月16日
5 京都大学関連病院脳腫瘍研究会 Web 令和 2 年 7 月26日
6 第１回造血幹細胞移植Webセミナー 札幌 令和 2 年 9 月19日
7 LTFU看護基礎研修Ⅰ・Ⅱ 札幌 令和 3 年 1 月23日
8 第３回造血幹細胞移植Webセミナー 札幌 令和 3 年 2 月27日
9 北海道がんプロ　北大医・市民公開講座 Web 令和 3 年 3 月11日

10 真部淳：小児がんの長期フォローアップとAYA世代（思春期＋若年成人）の
がん 札幌 令和 2 年 2 月12日
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再生医学・組織工学分野

●腫瘍病理学教室

英文原著論文
（1）	 Uemura S, Wang L, Tsuda M, Suzuka J, Tanikawa 

S, Sugino H, Nakamura T, Mitsuhashi T, Hirano S, 
Tanaka S. Signaling adaptor protein Crk is involved 
in malignant feature of pancreatic cancer associated 
with phosphorylation of c-Met. Biochem Biophys Res 
Commun. 2020 Apr 2;524(2):378-384.

（2）	 Takahashi-Iwata I, Yabe I, Kudo A, Eguchi K, Wakita M, 
Shirai S, Matsushima M, Toyoshima T, Chiba S, Tanikawa 
S, Tanaka S, Satoh K, Kitamoto T, Sasaki H. MM2 cortical 
form of sporadic Creutzfeldt-Jakob disease without 
progressive dementia and akinetic mutism: A case 
deviating from current diagnostic criteria. J Neurol Sci. 
2020 May 15;412:116759.

（3）	 Habiba U, Hossain E, Yanagawa-Matsuda A, Chowdhury 
AFMA, Tsuda M, Zaman AU, Tanaka S, Higashino F. 
Cisplatin Relocalizes RNA Binding Protein HuR and 
Enhances the Oncolytic Activity of E4orf6 Deleted 
Adenovirus. Cancers (Basel). 2020 Mar 27;12(4):809.

（4）	 Segawa K, Sugita S, Aoyama T, Minami S, Nagashima 
K, Tsuda M, Tanaka S, Hasegawa T. Detection of 
VHL deletion by fluorescence in situ hybridization in 
extraneuraxial hemangioblastoma of soft tissue. Pathol 
Int. 2020 Jul;70(7):473-475.

（5）	 Hashimoto D,  Semba S,  Tsuda M, Kurokawa T, 
Kitamura N, Yasuda K, Gong JP, Tanaka S. Integrin α
4 mediates ATDC5 cell adhesion to negatively charged 
synthetic polymer hydrogel leading to chondrogenic 
differentiation. Biochem Biophys Res Commun. 2020 Jul 
12;528(1):120-126.

（6）	 Ishi Y, Takamiya S, Seki T, Yamazaki K, Hida K, Hatanaka 
KC, Ishida Y, Oda Y, Tanaka S, Yamaguchi S. Prognostic 
role of H3K27M mutation, histone H3K27 methylation 
status, and EZH2 expression in diffuse spinal cord 
gliomas. Brain Tumor Pathol. 2020 Jul;37(3):81-88.

（7）	 Yanagi T, Kitamura S, Imafuku K, Suto A, Maeda T, 
Tanaka S, Sesaki H, Abe R, Shimizu H. Loss of dynamin-
related protein 1 (Drp1) does not affect epidermal 
development or UVB-induced apoptosis but does 
accelerate UVB-induced carcinogenesis. J Dermatol Sci. 
2020 Aug;99(2):109-118.

（8）	 Semba S, Kitamura N, Tsuda M, Goto K, Kurono S, 
Ohmiya Y, Kurokawa T, Gong JP, Yasuda K, Tanaka S. 
Synthetic poly(2-acrylamido-2-methylpropanesulfonic 
acid) gel induces chondrogenic differentiation of ATDC5 
cells via a novel protein reservoir function. J Biomed 
Mater Res A. 2021 Mar;109(3):354-364.

（9）	 Huang J, Frauenlob M, Shibata Y, Wang L, Nakajima 
T, Nonoyama T, Tsuda M, Tanaka S, Kurokawa T, 
Gong JP. Chitin-Based Double-Network Hydrogel as 
Potential Superficial Soft-Tissue-Repairing Materials. 
Biomacromolecules. 2020 Oct 12;21(10):4220-4230.

（10）	Tanei ZI, Saito Y, Ito S, Matsubara T, Motoda A, Yamazaki 
M, Sakashita Y, Kawakami I, Ikemura M, Tanaka S, 
Sengoku R, Arai T, Murayama S. Lewy pathology of the 
esophagus correlates with the progression of Lewy body 
disease: a Japanese cohort study of autopsy cases. Acta 
Neuropathol. 2021 Jan;141(1):25-37. 

（11）	Nonoyama T, Wang L, Tsuda M, Suzuki Y, Kiyama R, 
Yasuda K, Tanaka S, Nagata K, Fujita R, Sakamoto N, 
Kawasaki N, Yurimoto H, Gong JP. Isotope Microscopic 
Observation of Osteogenesis Process Forming Robust 
Bonding of Double Network Hydrogel to Bone. Adv 
Healthc Mater. 2021 Feb;10(3):e2001731.

（12）	Matsumoto J, Takada S, Furihata T, Nambu H, Kakutani 
N, Maekawa S, Mizushima W, Nakano I, Fukushima 
A, Yokota T, Tanaka S, Handa H, Sabe H, Kinugawa 
S. Brain-Derived Neurotrophic Factor Improves 
Impaired Fatty Acid Oxidation Via the Activation of 
Adenosine Monophosphate-Activated Protein Kinase-ɑ 
- Proliferator-Activated Receptor-r Coactivator-1ɑ 
Signaling in Skeletal Muscle of Mice With Heart Failure. 
Circ Heart Fail. 2021 Jan;14(1):e005890.

（13）	Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Hotta D, Kobayashi 
Y, Komoriyama H, Kato Y, Omote K, Sato T, Kamiya 
K, Nagai T, Tanaka S, Anzai T. Histopathologically 
confirmed very late stent thrombosis associated with 
stent fracture after implantation of first-generation drug 
eluting stent. Cardiol J. 2020;27(2):204-205.

（14）	Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Hotta D, Tanaka 
S, Anzai T. Acute anterior myocardial infarction 
complicated by takotsubo syndrome: the value 
of multimodality imaging. Kardiol Pol. 2020 Oct 
23;78(10):1055-1056.

（15）	Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Hotta D, Tanaka S. 
Cerebral embolization from left atrial myxoma causing 
takotsubo cardiomyopathy complicated with congestive 
heart failure. Cardiol J. 2020;27(4):439-440.

（16）	Konishi  T,  Hotta D,  Tanaka S,  Anzai  T.  A Rare 
Combination: Cardiac Myxoma and Aortic Stenosis. 
Intern Med. 2021 Mar 15;60(6):961-962.

（17）	Katono N, Tsuda M, Suzuka J, Oda Y, Wang L, Tanei 
ZI, Tanino M, Ohata T, Nagabuchi E, Ishida Y, Kimura 
S, Iwanaga T, Tanaka S. Involvement of BMP and Wnt 
Signals Leadingto Epithelial-Mesenchymal Transition in 
Colon Adenocarcinoma with Heterotopic Ossification. 
Ann Clin Lab Sci. 2021 Mar;51(2):271-276.

令和2年度　研究業績
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和文論文・総説
（1）	 田中伸哉: 【免疫組織化学　実践的な診断・治療方針決定

のために】（第3部）腫瘍の鑑別に用いられる抗体（各臓器
別）　脳. 病理と臨床、38、263-278（2020）

（2）	 田中伸哉: 【ゲノム医療におけるエキスパートパネル】分
子病理専門医. 病理と臨床、38: 489-494（2020）

（3）	 田中伸哉: 病理学会オフィシャルジャーナル Pathology 
International! 病理と臨床、38: 761-763（2020）

（4）	 田中敏、的場光太郎、原田太以佑、兵頭秀樹、南須原康行、
田中伸哉.: 肝胆膵と医療安全（第5回）　医療事故調査と
病理解剖. 肝・胆・膵、81: 137-142（2020）

（5）	 小田義崇、津田真寿美、田中伸哉 : 【肉腫 - 基礎・臨床の最
新知見-】肉腫の発生メカニズムと基礎研究　染色体転座
を有する肉腫. 日本臨床、78: 58-68（2020）

国際学会発表
（1）	 Zannatul Ferdous, Masumi Tsuda, Jean-Emmanuel 

Clément, Koji Tabata, Yusuke Ishida, Jun Suzuka, Jian 
Ping Gong, Shinya Tanaka, Tamiki Komatsuzaki：Analysis 
of cancer stem cells in sarcoma model cells by deep 
neural network    

	 THE 21st RIES-HOKUDAI INTERNATIONAL SYMPOSIUM  
Online, 2020.12

（2）	 Md. Menhazul Abedin, Koji Tabata, Jean-Emmanuel 
Clément, Lei Wang, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka, 
Tamiki Komatsuzaki：Application of Linear Bandit in 
Drug Screening Example

	 THE 21st RIES-HOKUDAI INTERNATIONAL SYMPOSIUM  
Online, 2020.12 

（3）	 Zannatul Ferdous, Masumi Tsuda, Jean-Emmanuel 
Clement, Koji Tabata, Jian Ping Gong, Shinya Tanaka, 
Takimi Komatsuzaki: Detection of cancer stem cells in 
sarcoma model cells using morphological features for 
developing new diagnostic tools

	 3rd ICReDD International Symposium  Online, 2021.2 

国内学会発表
（1）	 王磊、植村慧子、津田真寿美、平野聡、田中伸哉：膵癌にお

けるシグナル伝達アダプター分子 Crk の役割、第109回
日本病理学会総会、ウェブ開催、2020.7

（2）	 寺島祐樹、津田真寿美、倉井毅、鈴鹿淳、王磊、藤島京祐、龔
剣萍、田中伸哉：合成高分子ハイドロゲルによる滑膜肉腫
幹細胞誘導メカニズムと細胞周期との関連性、第109回
日本病理学会総会、ウェブ開催、2020.7

（3）	 榎枝未紗、小田義崇、津田真寿美、飛驒一利、藤井恭子、杉
野弘和、谷川聖、鈴鹿淳、王磊、石田雄介、田中伸哉：新規
変異 BRAFV601K 変異を認める良性脳腫瘍（毛様体性星
細胞腫）の一例、第109回日本病理学会総会、ウェブ開催、
2020.7

（4）	 Hirokazu Sugino, Masumi Tsuda, Jun Suzuka, Lei Wang, 
Karin Kishida, Jian Ping Gong, Shinya Tanaka: Induction 
of cancer cell stemness through mechanosensitive ion 

channels、第109回日本病理学会総会、ウ ェ ブ 開催、
2020.7

（5）	 五味川龍、石田雄介、桑原健、石垣隆弘、小田義崇、谷川聖、
王磊、杉野弘和、津田真寿美、田中伸哉：Emery-Dreifuss型
筋ジストロフィーに伴う心不全の１剖検例、第109回日
本病理学会総会、ウェブ開催、2020.7

（6）	 遠田建、伊勢昂生、石田雄介、桑原健、小田義崇、谷川聖、王
磊、杉野弘和、津田真寿美、田中伸哉：前立腺癌のGleason 
pattern 評価のための Semantic segmentation モデルと、
Raspberry Pi 実行環境の応用、第109回日本病理学会総
会、ウェブ開催、2020.7

（7）	 田中伸哉、鈴鹿 淳、王 磊、津田真寿美：高分子ハイドロゲ
ルによる膠芽腫幹細胞へのリプログラミングと治療応用、
第38回日本脳腫瘍病理学会、ウェブ開催、2020.8

（8）	 鈴鹿 淳、杉野 弘和、仙葉 愼吾、王 磊、津田真寿美、黒川 孝
幸、グン 剣萍、田中伸哉：ハイドロゲル上で誘導される
癌幹細胞性を規定する段階的な分子メカニズムの解析、
2020年度文部科学省新学術領域研究　先端モデル動物
支援プラットフォーム　若手支援技術講習会、ウェブ開
催、2020.9

（9）	 鈴鹿 淳、津田真寿美、王 磊、田中伸哉：癌幹細胞性を有
するチロシンキナーゼ阻害剤耐性膠芽腫細胞における
SFRP1とエピジェネティックな変化との関連性、第79回
日本癌学会学術総会、ハイブリッド式開催、2020.10

（10）	鉢呂彩花、鈴鹿淳、王磊、津田真寿美、田中伸哉：薬剤X及
びその誘導体を用いた抗腫瘍活性の評価および受容体型
チロシンキナーゼに及ぼす影響、第79回日本癌学会学術
総会、ハイブリッド式開催、2020.10

（11）	田中伸哉：高分子ハイドロゲルによる膠芽腫幹細胞への
リプログラミングと治療応用、第8回　日本脳腫瘍病理
学会、ウェブ開催2020.10

（12）	津田真寿美、鈴鹿淳、王磊、田中伸哉：EGFR、c-Met、PDGFR
各阻害剤耐性膠芽腫細胞における血管内皮細胞様分化転
換と代謝亢進、第24回日本がん分子標的治療学会学術集
会、ハイブリッド式開催、2020.10

（13）	種井善一、齊藤祐子、田中伸哉、仙石錬平、村山繁雄：食道
におけるリン酸化αシヌクレインの臨床病理学的解析、
第53回北海道病理談話会、ウェブ開催、2020. 10

（14）	池田和隆、谷川聖、大槻美佳、廣谷真、江口克紀、白井慎一、
岩田育子、松島理明、脇田雅大、芳野正修、大鷲祐貴、水島
慶一、田中伸哉、佐々木秀直、矢部一郎：nfvPPA（非流暢
/ 失文法型原発性進行性失語）：17年の臨床経過と病理、
第61回日本神経病理学会総会学術研究会、ウェブ開催、
2020.10

（15）	谷　道夫、津田真寿美、王　磊、鈴鹿　淳、杉野　弘和、グ
ン　剣萍、武冨　紹信、田中伸哉：ハイドロゲル誘導肝癌
幹細胞に対する新規治療法の開発、第122回北海道癌談
話会、札幌市、2020.10

（16）	宮島徹、中川雅夫、小笠原励起、横山絵美、泉山康、斎藤誠、
盛暁生、森岡正信、種井善一、谷川聖、杉野弘和、田中伸哉、
近藤健：予後不良型のSTAT5B N642H変異を伴うT細胞
大顆粒リンパ球性白血病、北海道大学血液内科同門会総
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N, Bone marrow mesenchymal stem cells combined with 
ultra-purified alginate gel as a regenerative therapeutic 
strategy after discectomy for degenerated intervertebral 
discs. EBioMedicine 2020; 53:102698. 

（4）	 Tian Y, *Terkawi MA, Onodera T, Alhasan H, Matsumae 
G, Takahashi D, Hamasaki M, Ebata T, Aly MK, Kida H, 
Shimizu T, Uetsuki K, Kadoya K, Iwasaki N. Blockade 
of XCL1/lymphotact in ameliorates severity of 
periprosthetic osteolysis triggered by polyethylene-
particles. Front Immunol. 2020; 11:1720 

（5）	 Furukawa J, Hanamatsu H, Nishikaze T, Manya H, 
Miura N, Yagi H, Yokota I, Akasaka-Manya K, Endo T, 
Kanagawa M, Iwasaki N, Tanaka K. Lactone-driven ester-
to-amide derivatization for sialic acid linkage-specific 
alkylamidation (LEAD-SALSA). Anal Chem. 2020; 
92(21):14383-14392.

（6）	 Kim WY, *Onodera T, Kondo E, Terkawi MA, Homan K, 
Hishimura R, Iwasaki N. Which contributes to meniscal 
repair, synovium or meniscus? -in vivo rabbit model 
study with freeze-thaw method-. Am J Sports Med. 
2020; 48(6):1406-1415.

（7）	 Efstratiou A, Galon EMS, Wang G, Umeda K, Kondoh D, 
Terkawi MA, Kume A, Liu M, Ringo AE, Guo H, Gao Y, 
Lee SH, Li J, Moumouni PFA, Nishikawa Y, Suzuki H, 
Igarashi I, Xuan X. Babesia microti Confers Macrophage-
Based Cross-Protective Immunity Against Murine 
Malaria. Frontiers in Cellular and Infection Microbiology 
2020 Apr 29; 10:193. 

（8）	 Ukeba D, Yamada K, Tsujimoto T, Ura K, Nonoyama T, 
Iwasaki N, Sudo H. Bone marrow aspirate concentrate 
combined with in-situ forming bioresorbable gel 
enhances intervertebral disc regeneration in rabbits. J 
Bone Joint Surg Am. 2021 Jan; 21.

（9）	 Shimizu T, Yokota S (equal contribution), Kimura Y, 
Asano T, Shimizu H, Ishizu H, Iwasaki N, Takahashi D. 
Predictors of cartilage degeneration in patients with 
subchondral insufficiency fracture of the femoral head: a 
retrospective study. Arthritis Res Ther. 2020; 22(1):150.

（10）	Xu L, Hanamatsu H, Homan K, Onodera T, Miyazaki 
T, Furukawa J, Hontani K, Tian Y, Baba R, Iwasaki 
N. Alterations of glycosphingolipid glycans and 
chondrogenic markers during differentiation of human 
induced pluripotent stem cells into chondrocytes. 
Biomolecules. 2020; 10(12):1622.

（11）	Irie T, Orias AAE, Irie T, Nho SJ, Takahashi D, Iwasaki 
N, Inoue N. Computed tomography-based 3D analyses 
show similarities in anterior-superior acetabular 
coverage between acetabular dysplasia and borderline 
dysplasia. Arthroscopy 2020; 36(10):2623-2632 .

（12）	Takahashi K, Shimizu T, Asano T, Terkawi MA, Iwasaki 
N, Takahashi D. Long-term clinical and radiological 

会後期研修医発表会、札幌市、2020.10
（17）	加藤日奈子、野々山貴行、津田真寿美、石原誠一郎、田中伸

哉、芳賀永、龔剣萍：高強度ポーラスゲルを用いた3次元
動的細胞培養法の構築、第6回北大部局横断シンポジウ
ム、ウェブ開催、2020.10

（18）	石田 雄介、武井 英博、田中伸哉：前立腺癌に対する生検
組織画像に関する機械学習モデルの構築および PSA あ
るいは炎症マーカー検査との連携、第67回日本臨床検査
医学会学術集会、ハイブリッド式開催、2020.11

講演など
（1）	（講演）田中伸哉、脳腫瘍、希少がん病理診断講習会、札幌

市、2020.1
（2）	（講演）田中伸哉、がんゲノム医療の初歩、Gynecologic 

Cancer Forum in Tomakomai、苫小牧市、2020.1
（3）	（講演）田中伸哉、ゲノムとがん遺伝子、第３回日本病理学

会分子病理専門医講習、東京都、2020.2
（4）	（講演）田中伸哉、ゲノムとがん遺伝子、第4回日本病理学

会分子病理専門医講習会、ウェブ開催、2020.8
（5）	（講演）田中伸哉、ゲノムとがん遺伝子、第5回日本病理学

会分子病理専門医講習会、ウェブ開催、2020.9
（6）	（ シ ン ポ ジ ウ ム ）Shinya Tanaka, Jun Suzuka, Masumi 

Tsuda, Rapid induction of glioblastoma stem cells by 
biomaterial hydrogel、第79回日本癌学会学術総会、ハイ
ブリッド式開催、2020.10.1

（7）	（ シ ン ポ ジ ウ ム ）Masumi Tsuda, Jun Suzuka, Lei 
Wang, Shinji Kohsaka, Hiroyuki Mano, Shinya Tanaka: 
Development of rapid diagnosis of cancer stem cells 
using double-network hydrogels、第79回日本癌学会学術
総会、ハイブリッド式開催、2020.10.1

（8）	（特別講演）津田真寿美、ソフトマターによる癌幹細胞へ
のリプログラミングと治療応用、第53回北海道病理談話
会、ウェブ開催、2020. 10

（9）	（ワークショップ）田中伸哉、（プリオン病剖検のために）
一般病理医の立場から：日本病理学会剖検輯報の分析、第
61回日本神経病理学会、ウェブ開催、2020.10

●整形外科学教室

英文原著論文
（1）	 Lee WS, Kato M, Sugawara E, Kono M, Kudo Y, Kono 

M, Fujieda Y, Bohgaki T, Amengual O, Oku K, Yasuda 
S, Onodera T, Iwasaki N, Atsumi T. Protective role of 
Optineurin against joint destruction in rheumatoid 
arthritis synovial fibroblasts. Arthritis Rheumatol. 2020; 
72(9):1493-1504. 

（2）	 Ota M, Tanaka Y, Nakagawa I, Jiang J-J, Arima Y, 
Kamimura D, Onodera T, Iwasaki N, Murakami M. 
Chondrocytes play a role in the development of 
rheumatoid arthritis via TMEM147-mediated NF- κ B 
activation. Arthritis Rheumatol. 2020; 72(6):931-942.

（3）	 Ukeba D, Sudo H, Tsujimoto T, Ura K, Yamada K, Iwasaki 
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Regen Med. 2020; 14:154-159. 
（22）	*Watanabe T, Kanayama M, Takahata M, Oda I, Suda 

K, Abe Y, Okumura J, Hojo Y, Iwasaki N. Perioerative 
complications of spine surgery in patients aged 80 
years or older -Multicenter prospective cohort study-. J 
Neurosurg-Spine.2020 Apr; 32 (4): 622-630.

（23）	Iwata A, Sudo H, Abumi K, Ito M, Yamada K, Iwasaki N. 
Impact of lowest instrumented vertebra tilt and rotation 
on uninstrumented lumbar curve and L4 tilt in thoracic 
adolescent idiopathic scoliosis. J Neurosurg-Spine.2020 
Oct; 33(4): 471-479.

（24）	Irie T, Orias AAE, Irie TY, Nho SJ, Takahashi D, Iwasaki 
N, Inoue N. Three-dimensional hip joint congruity 
evaluation of the borderline dysplasia: zonal-acetabular 
radius of curvature. J Orthop Res. 2020; 38(10):2197-
2205.

（25）	Tsujimoto T, Endo T, Menjo Y, Kanayama M, Oda I, 
Suda K, Fujita R, Koike Y, Hisada Y, Iwasaki N, Takahata 
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人工股関節全置換術における前外側アプローチ（OCM）
と上方アプローチ（DSA）、後方アプローチのCup設置精度．
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時計をもちいた Direct　Superior　Approach における
THAのカップ設置精度の検討．第138回北海道整形災害
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2020.2.　一般口演

（27）	三浦宗也、松原新史、松岡正剛、小野寺智洋、岩崎倫政、
岩崎浩司、近藤英司、後藤佳子：膝前十字靭帯損傷膝の
脛骨関節面における軟骨下骨の骨密度分布の変化：CT 
osteoabsorptiometry法を用いて．第138回北海道整形災
害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（28）	佐藤大、井上雅之、濱野博基、鈴木瞭太、岩崎倫政：遺残靱
帯を温存した解剖学的前十字靭帯再建術後の鏡視所見
及び患者立脚型評価の検討―遺残靱帯の残存形態別に
よる検討―．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2020.2.　一般口演

（29）	小野寺智洋、馬場力哉、岩崎浩司、松原新史、松岡正剛、岩
崎倫政、近藤英司、後藤佳子、井上雅之、鈴木孝：膝関節軟
骨損傷に対する高純度アルギン酸（UPAL）ゲル移植治療
の first in Human 臨床成績の検討．第138回北海道整形
災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（30）	上徳善太、近藤英司、小野寺智洋、岩崎浩司、岩崎倫政、八
木知徳、安田和則：高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節
適合性に関する検討：内側楔状開大式と逆V字型の比較．

般口演
（8）	 江畑拓、Terkawi MA、松前元、木田博朗、田園、ヘンドアル

ハサン、濱崎雅成、髙橋大介、小野寺智洋、岩崎倫政：好中
球由来細胞外小胞が軟骨細胞に与える影響．第138回北
海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（9）	 木田博朗、Terkawi MA、松前元、江畑拓、髙橋大介、岩崎倫
政：人工関節置換術後無菌性緩みに対するビタミンE添
加ポリエチレンインプラントの至適濃度の検討．第138
回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（10）	百貫亮太、金山雅弘、大羽文博、嶋村之利、田中将、辻本武
尊、吉川慶、長谷川裕一、橋本友幸、岩崎倫政：L5-S PLIF/
TLIFの手術成績 −初回固定と固定延長の比較−．第138
回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.

（11）	辻本武尊、高畑雅彦、遠藤努、藤田諒、岩崎倫政、金山雅弘、
織田格、須田浩太：K-line(-)でも椎弓形成術による神経学
的改善が期待できる頚椎後縦靱帯骨化症の特徴．第138
回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（12）	長谷川裕一、金山雅弘、大羽文博、辻本武尊、田中将、吉川
慶、百貫亮太、橋本友幸、太田昌博、岩崎倫政：既存椎体骨
折を有する男性DISH患者では大腿骨頚部YAM値が低い．
第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一
般口演

（13）	太田昌博、高畑雅彦、岩崎倫政、金山雅弘、大羽文博、田中
将、辻本武尊、吉川慶、百貫亮太、長谷川裕一、橋本友幸：陰
嚢痛を呈した強直性脊椎炎の一例．第138回北海道整形
災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（14）	百貫亮太、金山雅弘、大羽文博、嶋村之利、田中将、辻本武
尊、吉川慶、長谷川裕一、岩崎倫政：L5-S PLIF/TLIFの手術
成績―初回固定と固定延長の比較―．第138回北海道整
形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（15）	遠藤努、高畑雅彦、小池良直、久田雄一郎、岩崎倫政、今釜
史郎、安藤圭、小林和克、加藤仁志、海渡貴司、金山雅弘、
川口善治、坂井宏旭、池川志郎：胸椎後縦靱帯骨化症の骨
化進展に関与する補酵素（ビタミン）の血清学的評価．第
138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般
口演

（16）	山田勝久、平塚重人、高畑雅彦、岩崎倫政、長濱賢、室田
栄宏：低侵襲腰椎椎体間固定術後に開大した椎間関節
間で骨癒合が進行する―全内視鏡下腰椎椎体間固定術
PETLIFにおける検討―．第138回北海道整形災害外科学
会、札幌市、2020.2.　一般口演

（17）	佐伯拓馬、斉藤貴志、林達也、石田直樹、宝満健太郎、角家
健、岩崎倫政：ウェアラブルシステムを使用した慢性期片
麻痺患者の歩行解析（第2報）：足部クリアランスと転倒
の関連に関する検討．第138回北海道整形災害外科学会、
札幌市、2020.2.　一般口演

（18）	安藤亮、髙橋大介、岩崎倫政：解剖学的整復を試みハンソ
ンピンロックで内固定した大腿骨頸部骨折の短期成績．
第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一
般口演

（19）	坂井裕子、清水智弘、浅野毅、高橋要、岩崎倫政、髙橋大介：
初診時の Graf 法のα角は歩行開始時の臼蓋角と関連す
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彦、岩崎倫政、岩田玲、須藤英毅、橋本孝之、長祐子：脊髄障
害を生じた胸椎発生限局型Ewing肉腫の一例．第138回
北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（43）	岩田玲、高畑雅彦、山田勝久、遠藤努、太田昌博、岩崎倫政、
須藤英毅：抗腫瘍薬導入に対する姑息的脊椎手術の貢献
度．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　
一般口演

（44）	菱村亮介、小野寺智洋、近藤英司、岩崎浩司、岩崎倫政、大
越康充、前田龍智、鈴木航：人工膝関全置換術における術
中トラネキサム酸局所注射の効果―ドレーンクランピン
グ法との比較―．第138回北海道整形災害外科学会、札幌
市、2020.2.　一般口演

（45）	竹内博紀、松岡正剛、松原新史、小野寺智洋、岩崎倫政、岩
崎浩司、近藤英司、西尾悠介：TKA後のKinematicsは術後
の長期臨床成績と相関する：術後10年の検討．第138回
北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（46）	甲斐原拓真、岩崎倫政、安田和則、八木知徳、青木喜満、井
上雅之、近藤英司、遠山晴一：最近の2年間に札幌市内の4
病院を受診した前十字靭帯損傷患者300例の損傷発生に
関する疫学的特徴．第138回北海道整形災害外科学会、札
幌市、2020.2.　一般口演

（47）	下段俊、清水智弘、佐藤大、太田昌博、髙橋要、清水寛和、長
谷川裕一、忠鉢敏弥、浅野毅、髙橋大介、高畑雅彦、岩崎倫
政：大腿骨近位部骨折後の骨粗鬆症治療の10年の変化．
第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一
般口演

（48）	石津帆高、清水智弘、村上俊文、松ケ崎圭純、梅森秀、横田
隼一、岩崎倫政：脆弱性骨折を来した関節リウマチ症例に
おける術後骨粗鬆症治療．第138回北海道整形災害外科
学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（49）	遠藤健、松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、本谷和俊、太田光
俊、倉茂秀星、岩崎倫政：長期経過した特発性前骨間神経
麻痺に対し神経剥離術が有効であった一症例．第138回
北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（50）	松居祐樹、瓜田淳、河村太介、松井雄一郎、倉茂秀星、太田
光俊、遠藤健、岩崎倫政、佃幸憲：腱板断裂サイズによる肩
甲骨関節窩の応力変化―CT osteoabsorptiometry法を用
いた解析―．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2020.2.　一般口演

（51）	松ケ崎圭純、佃幸憲、平塚重人、菱村亮介、瓜田淳、岩崎倫
政：一次修復不能な肩腱板断裂を合併した反復性肩関
節脱臼に大腿筋膜を用いた上方関節包再建併用鏡視下
Bankart 修復術を施行した一例．第138回北海道整形災
害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（52）	山口哲也、瓜田淳、河村太介、松井雄一郎、太田光俊、遠藤
健、倉茂秀星、岩崎倫政：Onlay 型リバース型人工肩関節
置換術後の外旋筋力評価．第138回北海道整形災害外科
学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（53）	倉茂秀星、瓜田淳、太田光俊、遠藤健、松井雄一郎、河村太
介、岩崎倫政：リバース型人工肩関節全置換術前後におけ
る血液動態についての検討．第138回北海道整形災害外
科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一
般口演

（31）	松原新史、小野寺智洋、細川吉暁、岩崎倫政、近藤英司、岩
崎浩司、小野寺純、安田和則、上徳善太：技術的失誤：術後
3年での内側楔状開大式と逆V字型の比較．第138回北海
道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（32）	薮内康史、安田和則、小野寺純、上田大輔、小野寺伸、八木
知徳、近藤英司、岩崎倫政：逆V字型高位脛骨骨切り術後
の高い骨癒合率は、技術的失誤によって起こる矯正ヒン
ジ部離解の影響を受けない．第138回北海道整形災害外
科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（33）	山口哲也、松岡正剛、小野寺智洋、松原新史、岩崎倫政、西
江渉、清水亜衣、後藤佳子、近藤英司、岩崎浩司：線状強皮
症による足関節拘縮に対し全身療法と外科的加療の併用
により改善が得られた一例．第138回北海道整形災害外
科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（34）	梅森秀、久田雄一郎、大灘嘉浩、楫野知道、小野寺智洋、岩
崎倫政：右足関節靱帯手術術後25年で偽痛風を発症した
一例．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　
一般口演

（35）	福田龍一、松岡正剛、小野寺智洋、松原新史、岩崎倫政、田
中大介、後藤佳子、近藤英司、岩崎浩司、平賀博明、松野吉
宏：人工膝関節置換術後に血管肉腫が発生し大腿切断に
至った一例．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2020.2.　一般口演

（36）	太田光俊、松井雄一郎、瓜田淳、河村太介、遠藤健、倉茂秀
星、岩崎倫政：DARTS 人工手関節全置換術によるアライ
メント変化に関する検討．第138回北海道整形災害外科
学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（37）	河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、太田光俊、倉茂秀
星、岩崎倫政：薬物療法の変化が関節リウマチ手関節病変
の病型に及ぼす影響．第138回北海道整形災害外科学会、
札幌市、2020.2.　一般口演

（38）	本宮真、渡辺直也、亀田裕亮、河村太介、岩崎倫政、上徳
善太、安井啓悟：重度四肢外傷治療における顕微鏡下
Parachute端側吻合法を用いた遊離皮弁～遊離皮弁手技
の標準化を目指して～．第138回北海道整形災害外科学
会、札幌市、2020.2.　一般口演

（39）	河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、太田光俊、倉茂秀
星、岩崎倫政：骨軟骨腫に伴う前腕骨変形―3DCT を用
いた検討―．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2020.2.　一般口演

（40）	鈴木久崇、松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、太田光俊、遠藤
健、倉茂秀星、小川拓也、岩崎倫政、西田睦、岩井孝仁：副神
経麻痺に対し術前超音波検査が有用だった一例．第138
回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（41）	石井智佳子、山田勝久、遠藤努、辻本武尊、高畑雅彦、岩崎
倫政、岩田玲、須藤英毅、清水亜衣：上咽頭癌第10胸椎棘
突起孤発転移に対し根治的胸椎後方要素広範切除術を
行った一例．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2020.2.　一般口演

（42）	大上哲郎、辻本武尊、遠藤努、山田勝久、松岡正剛、高畑雅
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政：上腕骨小頭離断整骨軟骨炎における橈骨頭肥大の３
次元形態解析. 第32回日本肘関節学会学術集会、奈良市、
2020.2． 

（68）	三浪明男、岩崎倫政：人工手関節の半世紀と提言．第50回
日本人工関節学会、福岡市、2020.2．教育研修講演

（69）	菱村亮介、大越康充、小野寺智洋、前田龍智、鈴木航、近藤
英司、岩崎浩司、岩崎倫政：人工膝関全置換術における術
中トラネキサム酸局所注射の効果―ドレーンクランピ
ング法との比較―．第50回日本人工関節学会、福岡市、
2020.2　一般口演

（70）	深田翔太郎、笹沢史生、大浦久典、大羽文博、金山雅弘、髙
橋大介、岩崎倫政：KTプレートによる人工股関節寛骨臼
側再置換術後の早期成績不良因子の検討．第50回日本人
工関節学会、福岡市、2020.2．一般口演

（71）	石津帆高、下段俊、梅本貴央、三田真俊、下田康平、佐
藤恒明、髙橋大介、浅野毅、清水智弘、岩崎倫政：Direct 
Superior Approach と Posterior Approach による人工骨
頭置換術の短期成績比較．第50回日本人工関節学会、福
岡市、2020.2．一般口演

（72）	下段俊、梅本貴央、三田真俊、下田康平、佐藤恒明、石
津帆高、髙橋大介、浅野毅、清水智弘、岩崎倫政：Direct 
Superior Approachにおいて振り子付き角度計を用いた
THA のカップ設置精度の検討．第50回日本人工関節学
会、福岡市、2020.2．一般口演

（73）	紺野拓也、髙橋大介、浅野毅、清水智弘、岩崎倫政：側臥位
人工股関節全置換術における前外側アプローチ（OCM）
と上方アプローチ（DSA）、後方アプローチのCup設置精度．
第50回日本人工関節学会、福岡市、2020.2．一般口演

（74）	竹内博紀、岩崎浩司、松岡正剛、松原新史、西尾悠介、小野
寺智洋、近藤英司、岩崎倫政：TKA後のKinematicsは術後
の長期臨床成績と相関する:術後10年の検討．第50回日
本人工関節学会、福岡市、2020.2．ポスター

（75）	中村夢志郎、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政：骨吸収抑制剤の
切り替えにおける治療効果と副反応の検討．第32回北海
道骨粗鬆症研究会学術集会、札幌市、2020.2．一般口演

（76）	有田皓介、清水智弘、浅野毅、藤田諒、岩崎倫政：新規骨粗
鬆症治療薬ロモソズマブの治療効果と副反応．第32回北
海道骨粗鬆症研究会学術集会、札幌市、2020.2．一般口演

（77）	沼口京介、清水智弘、石津帆高、下段俊、岩崎倫政、HOP 
study group：上肢脆弱性骨折手術後の骨粗鬆症検査率と
治療率の現状．第32回北海道骨粗鬆症研究会学術集会、
札幌市、2020.2．一般口演

（78）	清水寛和、下段俊、岩崎倫政、HOP study group、清水智弘：
股関節脆弱性骨折術後の骨粗鬆症治療の10年の変化．第
32回北海道骨粗鬆症研究会学術集会、札幌市、2020.2．
一般口演

（79）	辻本武尊、須藤英毅、東藤正浩、山田勝久、大西貴士、岩崎
倫政：高純度硬化性ゲルによる椎間板再生．第33回日本
軟骨代謝学会、岐阜市、2020.3．受賞講演

（80）	梁大偉、小野寺智洋、濱崎雅成、菱村亮介、徐亮、田園、金
井理、岩崎倫政：Surface curvature 定量化による軟骨表

（54）	佃幸憲、平塚重人、菱村亮介、松ケ崎圭純、瓜田淳、松居祐
樹、倉茂秀星、岩崎倫政：リバース型人工肩関節置換術後
上腕骨ステム周囲の単純X線評価．第138回北海道整形
災害外科学会、札幌市、2020.2.　一般口演

（55）	鈴木久崇、松原新史、岩崎浩司、小野寺智洋、松岡正剛、岩
崎倫政、近藤英司、後藤 佳子、亀田 敏明．両側に外側円板
状半月板を合併した内側型変形性膝関節症に対して、両
側に高位脛骨骨切り術と半月板切除形成術を施行した1
例．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、2020.2.

（56）	菱村亮介、岩崎浩司、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫政、大
越康充、前田龍智、鈴木 航：膝関節内外に及んだガングリ
オンの一例．第138回北海道整形災害外科学会、札幌市、
2020.2.

（57）	横田隼一、小野寺智洋、亀田敏明、林晴久、加藤琢磨、近藤
英司、岩崎倫政：当科における血友病性膝関節症に対する
人工膝関節置換術の臨床成績．第138回北海道整形災害
外科学会、札幌市、2020.2.

（58）	高橋要、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政、髙橋大介 : モジュ
ラー型セメントレスステム S-ROM・S-ROMA を用いた
THA の長期成績．第138回北海道整形災害外科学会、札
幌市、2020.2.

（59）	鈴木裕貴、角家健、中川慎介、五月女慧人、袁儒非、遠藤
健、松居祐樹、鈴木智亮、福井隆史、山本康弘、原健人、浅
野毅、岩崎倫政：血液脳脊髄関門の機能保護に注目した
中枢神経保護薬の開発．第25回グリアクラブ、小樽市、
2020.2． 

（60）	太田光俊、河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、岩崎倫
政：輪状靭帯嵌頓により橈骨頭亜脱臼をきたした2症例．
第32回日本肘関節学会学術集会、奈良市、2020.2．

（61）	瓜田淳、河村太介、松井雄一郎、太田光俊、遠藤健、岩崎
倫政：上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の進行に伴う橈骨頭
肥大の変化．第32回日本肘関節学会学術集会、奈良市、
2020.2．　一般口演

（62）	河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、太田光俊、岩崎倫
政：3DCTによる骨軟骨腫に伴う前腕骨変形の検討．第32
回日本肘関節学会学術集会、奈良市、2020.2．一般口演

（63）	太田光俊、河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、岩崎倫
政：輪状靱帯嵌頓により橈骨頭亜脱臼をきたした2症例．
第32回日本肘関節学会学術集会、奈良市、2020.2．　一
般口演

（64）	亀田裕亮、本宮真、渡辺直也、岩崎倫政：前腕双極損傷4例
の治療成績．第32回日本肘関節学会学術集会、奈良市、
2020.2．一般口演

（65）	渡辺直也、本宮真、亀田裕亮、岩崎倫政：上腕骨遠位端
Coronal shear fracture Dubberley typeB の治療経験．第
32回日本肘関節学会学術集会、奈良市、2020.2．　一般
口演

（66）	遠藤健、松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、本谷和俊、太田光
俊、岩崎倫政：長期経過した特発性前骨間神経麻痺に対し
神経剥離術が有効であった1症例．第32回日本肘関節学
会学術集会、奈良市、2020.2．一般口演

（67）	瓜田淳、河村太介、松井雄一郎、太田光俊、遠藤健、岩崎倫
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藤努、辻本武尊、岩崎倫政：膿瘍腔が大きい化膿性椎体椎
間板炎は感染遷延・再燃の危険因子である―経皮的内視
鏡下掻爬術55例の後ろ向き観察研究―．第93回日本整
形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（94）	坂井裕子、清水智弘、浅野毅、高橋要、岩崎倫政、髙橋大
介：初診時の Graf 法のα角は歩行開始時の臼蓋角と関
連 す る．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、　
2020.5.　一般口演

（95）	瓜田淳、木田博朗、河村太介、松井雄一郎、太田光俊、遠藤
健、岩崎倫政：ナビゲーションを使用したリバース型人工
肩関節置換術における関節窩コンポーネント設置の検討．
第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一
般口演

（96）	松ヶ崎圭純、佃幸憲、瓜田淳、平塚重人、菱村亮介、松居祐
樹、倉茂秀星、岩崎倫政：リバース型人工肩関節置換術後
上腕骨ステム周囲の単純X線評価．第93回日本整形外科
学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（97）	松原新史、近藤英司、岩崎浩司、上徳善太、後藤佳子、小野
寺智洋、小野寺純、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：高位脛
骨骨切り術が膝蓋大腿関節適合性に与える影響―内側楔
状開大式と逆V字型の比較―．第93回日本整形外科学会
学術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（98）	薮内康史、安田和則、近藤英司、小野寺純、上田大輔、小野
寺伸、岩崎倫政、八木知徳：逆V字型高位脛骨骨切り術後
の高い骨癒合率は、技術的失誤によって起こる矯正ヒン
ジ部解離の影響を受けない．第93回日本整形外科学会学
術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（99）	松岡正剛、相馬有、新井隆太、横田勲、小野寺智洋、近藤英
司、岩崎倫政、平賀博明：軟部肉腫において喫煙歴は肺転
移発生の危険因子である．第93回日本整形外科学会学術
総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（100）牛久智加良、須田浩太、松本聡子、小松幹、飛鳥井光、東條
泰明、三浪明男、高畑雅彦、岩崎倫政、曽雌茂、丸毛啓史：完
全四肢麻痺の頚髄損傷において肺炎を防ぐには―多重ロ
ジスティック回帰分析から見えたリスクと対策―．第93
回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般口
演

（101）門間太輔、河村太介、瓜田淳、松井雄一郎、馬場力哉、小野
寺智洋、船越忠直、岩崎倫政：上腕骨小頭離断性骨軟骨炎
に対する高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植軟骨
修復術の成績．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡
市、2020.5.　一般口演

（102）小川拓也、髙橋大介、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政：リーメ
ンビューゲル（Rb）治療による脱臼整復の成否に関与す
る X 線学的特徴．第93回日本整形外科学会学術総会、福
岡市、2020.5.　一般口演

（103）梅森秀、髙橋大介、浅野毅、清水智弘、高橋要、岩崎倫政、
森田光明、亀ヶ谷真琴：発育性股関節形成不全に対する
angulated innominate osteotomy （AIO）の治療成績．第
93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般
口演

（104）岩崎浩司、大越康充、小野寺智洋、鈴木航、井上貴博、浮城

面構造解析の試み．第33回日本軟骨代謝学会、岐阜市、
2020.3．一般口演

（81）	馬場力哉、福井大輔、Stephanie Adachi、小野寺智洋、
Robert Sah、岩崎倫政、舛田浩一：ブタ骨軟骨移植片に対
する保存液としての高純度アルギン酸の有用性の検討．
第33回日本軟骨代謝学会、岐阜市、2020.3．一般口演

（82）	宮崎拓自、小野寺智洋、徐亮、宝満健太郎、濱崎雅成、川嵜
敏祐、岩崎倫政：軟骨再生医療への応用を標的とした未分
化iPS細胞特異的除去法の検討．第33回日本軟骨代謝学
会、岐阜市、2020.3．一般口演

（83）	山口純、小野寺智洋、宝満健太郎、岩崎倫政、丸毛啓史：
OCT（光干渉断層計）を用いたゲル内細胞分布の3次元解
析．第33回日本軟骨代謝学会、岐阜市、2020.3．一般口演

（84）	徐亮、瓜田淳、小野寺智洋、菱村亮介、野々山貴行、濱崎雅
成、宮崎拓自、梁大偉、宝満健太郎、ぐん剣萍、岩崎倫政：骨
軟骨欠損に対する骨髄穿刺濃縮細胞と高純度アルギン酸
ゲル併用移植の検討．第33回日本軟骨代謝学会、岐阜市、
2020.3．一般口演

（85）	角家健：脊髄損傷に対する新規治療法の開発：神経前駆細
胞移植と BBB 保護薬、第19回日本再生医療学会総会、横
浜市、2020.3．シンポジウム

（86）	須田浩太、松本聡子、小松幹、大西貴士、渡辺尭仁、飛鳥井
光、宇都宮祥弘、東條泰明、三浪明男、角家健、高畑雅彦、岩
崎倫政：急性期病院が脊髄再生に果たすべき役割―つな
ぐべき希望―．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡
市、2020.5.シンポジウム

（87）	須藤英毅、伊東学、鐙邦芳、金田清志、岩崎倫政：神経障
害を伴った骨粗鬆症性椎体骨折後偽関節に対する治
療戦略．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、
2020.5.シンポジウム

（88）	岩崎倫政：手外科における新規治療法の開発と発展．第
93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. 教育研
修講演

（89）	濱野博基、河村太介、本宮真、鈴木瞭太、佐藤大、井上雅之、
松井雄一郎、瓜田淳、岩崎倫政：リウマチ手関節症に対す
る橈骨月状骨間部分関節固定術の長期成績―手根中央関
節に変化を与える因子とその臨床成績の検討―．第93回
日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（90）	太田光俊、松井雄一郎、瓜田淳、河村太介、遠藤健、岩崎倫
政：DARTS人工手関節全置換術によるアライメント変化
に関する検討．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡
市、2020.5.　一般口演

（91）	松井雄一郎、長谷川裕一、河村太介、門間太輔、瓜田淳、太
田光俊、遠藤健、岩崎倫政：尺骨突き上げ症候群に対する
尺骨短縮骨切り術による応力変化の解析．第93回日本整
形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（92）	佐藤大、井上雅之、笠原靖彦、濱野博基、鈴木瞭太、近藤英
司、安田和則、岩崎倫政：遺残靱帯を温存した解剖学的前
十字靭帯再建術後の鏡視所見および患者立脚型評価の検
討―遺残靱帯の残存形態別による検討―．第93回日本整
形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一般口演

（93）	山田勝久、高畑雅彦、伊東学、長濱賢、須藤英毅、岩田玲、遠
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岡市、2020.5. ポスター
（116）有田皓介、清水智弘、浅野毅、藤田諒、髙橋大介、高畑雅

彦、岩崎倫政：新規骨粗鬆症治療薬ロモソズマブの治療効
果と副反応．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、
2020.5. ポスター

（117）小野寺智洋、馬場力哉、岩崎浩司、近藤英司、後藤佳子、松
原新史、松岡正剛、井上雅之、鈴木孝治、岩崎倫政：膝関節
軟骨損傷に対する高純度アルギン酸（UPAL）ゲル移植治
療の臨床成績の検討．第93回日本整形外科学会学術総
会、福岡市、2020.5. ポスター　

（118）松居祐樹、瓜田淳、河村太介、松井雄一郎、佃幸憲、太田光
俊、遠藤健、倉茂秀星、岩崎倫政：腱板断裂サイズによる肩
甲骨関節窩の応力変化―CT osteoabsorptiometry法を用
いた解析―．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、
2020.5. ポスター

（119）佃幸憲、平塚重人、菱村亮介、松ケ崎圭純、岩崎倫政：肩甲
下筋腱断裂とCT画像所見による結節間溝骨形態との関
連―術前予測因子の検討―．第93回日本整形外科学会学
術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（120）佃幸憲、平塚重人、菱村亮介、松ケ崎圭純、岩崎倫政：当院
におけるcenterline system　を用いた鏡視下手根管開放
術の治療経験．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡
市、2020.5. ポスター

（121）山口哲也、瓜田淳、松井雄一郎、河村太介、太田光俊、遠藤
健、岩崎倫政：Onlay型リバース型人工肩関節置換術後の
外旋筋力評価．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡
市、2020.5. ポスター

（122）久田雄一郎、高畑雅彦、遠藤努、小池良直、辻本武尊、岩崎
倫政：脊柱縦靱帯骨化症の骨化巣進展危険因子―進行に
注意すべき患者の特徴とは―．第93回日本整形外科学会
学術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（123）遠藤努、高畑雅彦、今釜史郎、加藤仁志、坂井宏旭、海渡貴
司、川口善治、金山雅弘、小池良直、安藤圭、小林和克、岩
崎倫政：胸椎後縦靱帯骨化症の重症化に関与する補酵素

（ビタミン）の血清学的評価．第93回日本整形外科学会学
術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（124）高畑雅彦、遠藤努、今釜史郎、加藤仁志、坂井宏旭、海渡貴
司、川口善治、金山雅弘、小池良直、安藤圭、小林和克、岩崎
倫政：肥満による胸椎後縦靱帯骨化症進展機序―新たな
治療ターゲットとしての炎症性アディポカイン―．第93
回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（125）浅野毅、髙橋大介、清水智弘、高橋要、岩崎倫政：特発性大
腿骨頭壊死症に対する大腿骨転子間弯曲内反骨切り術の
中期成績―５０関節、平均５年間の解析―．第93回日本
整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（126）浅野毅、髙橋大介、清水智弘、髙橋要、岩崎倫政、特発性大
腿骨頭壊死症に対する大腿骨転子間弯曲内反骨切り術の
中期成績―５０関節、平均5年間の解析 -、第93回日本整
形外科学会、福岡、2020.5.

（127）金山雅弘、橋本友幸、大羽文博、太田昌博、吉川慶、田中
将、百貫亮太、岩崎倫政：腰椎固定術後感染でのMRI所見

健吾、桜井茂幸、川上健作、鈴木昭二、前田龍智、近藤英司、
岩崎倫政：内側開大式高位脛骨骨切り術が膝関節の力学
的環境に与える影響について―三次元動作解析を用いた
生体力学的検討―．第93回日本整形外科学会学術総会、
福岡市、2020.5.　一般口演

（105）岩崎浩司、近藤英司、小野寺智洋、安田和則、岩崎倫政：高
位脛骨骨切り術前後の脛骨関節面の軟骨下骨密度分布の
変化について―CT‐osteoabsorptiometry法を用いて―．
第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一
般口演

（106）辻本武尊、高畑雅彦、織田格、須田浩太、岩田玲、山田勝
久、遠藤努、須藤英毅、岩崎倫政：K-line(-)頚椎後縦靱帯骨
化症でも後方除圧術で効果が得られる例外的症例の特徴．
第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5.　一
般口演

（107）角家健、須田浩太、坂井宏旭、松本聡子、小松幹、東條泰
明、高畑雅彦、岩崎倫政、前田健、三浪明男：頚椎脱臼骨折
後の脊髄障害高位の回復に影響を与える因子．第93回日
本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（108）下段俊、浅野毅、梅本貴央、三田真俊、髙橋大介、清水智
弘、岩崎倫政：大腿骨近位部骨折女性患者のビタミン
D 充足度．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、　
2020.5. ポスター

（109）高橋要、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政、髙橋大介：S-ROM・
S-ROMAを用いた初回THAの長期成績．第93回日本整形
外科学会学術総会、福岡市、　2020.5. ポスター

（110）山田勝久、須藤英毅、岩崎倫政、千葉晶彦：コバルトクロ
ムnotch-free　プリベントロッドは脊柱変形矯正手術に
有用である―曲げ加工法および金属材料における力学特
性の検討―．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、
2020.5. ポスター

（111）浅野毅、清水智弘、髙橋大介、平塚重人、濱野博基、太田昌
博、佐藤大、高畑雅彦、岩崎倫政：デノスマブ初回投与後早
期の血清カルシウム値変動には前治療薬が最も影響する．
第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポス
ター

（112）髙橋大介、浅野毅、清水智弘、高橋要、岩崎倫政：乳幼児未
整復DDH症例に対するOHT法のホームトラクション導
入後の治療成績と医療経済効果．第93回日本整形外科学
会学術総会、福岡市、　2020.5. ポスター

（113）清水智弘、髙橋大介、木村洋介、石津帆高、浅野毅、岩崎倫
政：大腿骨軟骨下脆弱性骨折（SIF）の予後予測因子の検
討．第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. 
ポスター

（114）岩田玲、金山雅弘、大羽文博、橋本友幸、高畑雅彦、岩崎倫
政：骨粗鬆症性椎体骨折後の骨代謝マーカーの推移：骨粗
鬆症薬の違いと骨癒合の有無による違いについて．第93
回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（115）小甲晃史、川上紀明、宇野耕吉、小谷俊明、鈴木哲平、安倍
雄一郎、岩崎倫政、須藤英毅：３D 非対称性解析による新
規側弯症検出システム（SCOLIOMAP™）に関する前向き
多施設臨床研究．第93回日本整形外科学会学術総会、福
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（140）太田光俊、河村太介、瓜田淳、松井雄一郎、遠藤健、岩崎
倫政：CT 画像を用いた手根骨水平断アライメントの検
討．第63回日本手外科学会学術集会、オンライン開催、
2020.6. ポスター

（141）河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、太田光俊、倉茂秀
星、岩崎倫政：薬物療法の変化が関節リウマチ手関節病変
の病型に及ぼす影響．第63回日本手外科学会学術集会、
オンライン開催、2020.6. ポスター

（142）太田光俊、河村太介、瓜田淳、松井雄一郎、遠藤健、岩崎
倫政：CT 画像を用いた手根骨水平断アライメントの検
討．第63回日本手外科学会学術集会、オンライン開催、
2020.6.

（143）山崎 修司、門司 順一、小野寺智洋：高齢者のインプラン
ト周辺骨折に対する創外固定治療．第33回日本創外固
定・骨延長学会、京都 オンライン開催、2020．9.

（144）筌場大介、須藤英毅、辻本武尊、浦勝郎、山田勝久、岩崎倫
政：ウサギ髄核摘出モデルにおける高純度硬化性ゲルと
自家骨髄濃縮液による組織修復効果．第49回日本脊椎脊
髄病学会学術集会、オンライン開催、2020.9. 

（145）太田昌博、金山雅弘、大谷晃司、大羽文博、田中将、辻本武
尊、吉川慶、百貫亮太、長谷川裕一、橋本友幸、紺野愼一、岩
崎倫政：腰椎制動術の長期生存率：最長28年までの後ろ
向き調査．第49回日本脊椎脊髄病学会、神戸市、2020.9. 

（146）山田勝久、長濱賢、室田栄宏、平塚重人、高畑雅彦、岩崎
倫政：低侵襲腰椎椎体間固定術後に開大した椎間関節間
で骨癒合が進行する　－全内視鏡下腰椎椎体間固定術
PETLIFにおける検討－．第49回日本脊椎脊髄病学会、オ
ンライン開催、2020.9.

（147）山田勝久、高畑雅彦、伊東学、長濱賢、岩田玲、遠藤　努、
須藤英毅、岩崎倫政：膿瘍腔が大きい化膿性椎体椎間板炎
は感染遷延・再燃の危険因子である　－経皮的内視鏡下
掻爬術55例の後ろ向き観察研究－．第49回日本脊椎脊
髄病学会、オンライン開催、2020.9. 

（148）山田勝久、須藤英毅、岩崎倫政、千葉晶彦：コバルトクロ
ムnotch-freeプリベントロッドは脊柱変形矯正手術に有
用である－曲げ加工法および金属材料における力学特性
の検討－． 第49回日本脊椎脊髄病学会、オンライン開催、
2020.9.

（149）辻本武尊、高畑雅彦、遠藤努、織田格、須田浩太、高畑雅
彦、織田格、須田浩太、岩田玲、山田勝久、遠藤努、須藤英
毅、岩崎倫政：K-line (-)頚椎後縦靱帯骨化症でも後方除圧
術で効果が得られる例外的症例の特徴．第49回日本脊椎
脊髄病学会、神戸、2020.9.　一般口演

（150）辻本武尊、須田浩太、小松幹、松本聡子、飛鳥井光、高畑雅
彦、岩崎倫政：重度頚椎脱臼骨折 Compressive-extension
損傷に対する後方単独アプローチ頚椎固定術の治療成績．
第49回日本脊椎脊髄病学会、神戸、2020.9.　一般口演

（151）角家健、須田浩太、坂井宏旭、松本聡子、小松幹、渡尭仁、
高畑雅彦、岩崎倫政、前田健、三浪明男：頚椎脱臼骨折後の
脊髄障害高位の回復に影響を与える因子．第49回日本脊
椎脊髄病学会学術集会、神戸市、2020.9.

（152）袖山洋平、岩田玲、遠藤努、山田勝久、高畑雅彦、岩崎倫

に基づいたインプラント抜去指針の検証．第93回日本整
形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポスター

（128）百貫亮太、金山雅弘、大羽文博、嶋村之利、太田昌博、田中
将、吉川慶、長谷川裕一、橋本友幸、岩崎倫政：腰仙椎固定
を含む２椎間、３椎間PLIF/TLIFの臨床成績と骨癒合率．
第93回日本整形外科学会学術総会、福岡市、2020.5. ポス
ター

（129）瓜田淳、木田博朗、河村太介、松井雄一郎、太田光俊、遠藤
健、岩崎倫政：ナビゲーションを用いたRSAにおけるベー
スプレート設置位置の検討. 第93回日本整形外科学会学
術総会、福岡市、2020.5.

（130）小林英之、高畑雅彦、平塚重人、佐藤大、清水智弘、藤田
諒、太田昌博、岩崎倫政：抗RANKL抗体が急性化膿性骨髄
炎の骨溶解と腐骨形成に与える影響－マウスモデルに
よる実験的検討―．第40回日本骨形態計測学会、岡山市、
2020.6.

（131）本宮真、渡辺直也、亀田裕亮、岩崎倫政：農村における手
外科外傷．第63回日本手外科学会学術集会、オンライン
開催、2020.6. シンポジウム

（132）遠藤健、河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、太田光俊、倉茂秀
星、岩崎倫政：手指DIP関節固定がMP･PIP関節の可動域
に及ぼす影響―Cadaverを用いた検討―．第63回日本手
外科学会学術集会、オンライン開催、2020.6.　一般口演

（133）濱野博基、河村太介、本宮真、岩崎倫政：リウマチ手関節
症に対する橈骨月状骨間部分関節固定術の長期成績 -手
根中央関節に変化を与える因子とその臨床成績の検討-．
第63回日本手学会学術集会、オンライン、2020.6.

（134）松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、太田光俊、遠藤健、本宮
真、三浪明男、岩崎倫政：人工手関節置換術後に生じる
looseningのX線学的検討．第63回日本手学会学術集会、
オンライン、2020.6. 一般口演

（135）鈴木智亮、角家健、遠藤健、岩崎倫政：修復型シュワン細
胞の細胞学的および分子生物学的特徴と軸索再生促進
効果．第63回日本手外科学会学術集会、オンライン開催、
2020.6. 一般口演

（136）本谷和俊、笠島俊彦、岩崎倫政：母指CM関節症に対する
interference screw を用いた suspensionplasty の機能予
後に関する検討．第63回日本手外科学会学術集会、オン
ライン開催、2020.6. 一般口演

（137）渡辺直也、本宮真、亀田裕亮、河村太介、岩崎倫政：当科に
おける遊離皮弁の治療成績～顕微鏡下Parachute端側吻
合法の有用性～．第63回日本手外科学会学術集会、オン
ライン開催、2020.6.　一般口演

（138）本宮真、渡辺直也、亀田裕亮、河村太介、岩崎倫政 : 手指
に対する遊離皮弁の治療成績～静脈吻合への顕微鏡下
Parachute 端側吻合法の有用性～．第63回日本手外科学
会学術集会、オンライン開催、2020.6.　一般口演

（139）門間太輔、河村太介、瓜田淳、松井雄一郎、馬場力哉、小野
寺智洋、船越忠直、近藤真、岩崎倫政：上腕骨小頭離断性
骨軟骨炎に対する高純度アルギン酸ゲルを用いた無細
胞移植軟骨修復術の成績．第63回日本手外科学会学術集
会、オンライン開催、2020.6. 一般口演
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（164）小野寺智洋、馬場力哉、岩崎浩司、近藤英司、松原新史、松
岡正剛、菱村亮介、井上雅之、鈴木孝治、岩崎倫政：高純度
アルギン酸（UPAL）ゲル移植術の短期臨床成績．第69回
東日本整形災害外科学会、オンライン開催、2020.9.　シ
ンポジウム

（165）宮野真博、笹沢史生、金山雅弘、大羽文博、田中将、辻本武
尊、長谷川裕一、村中祐介、石津帆高、渡邊菜悠、橋本友幸、
岩崎倫政：Trabecular Metal Acetabular Revision System 

（TMARS）を用いて臼蓋再建を施行した人工股関節再置
換術の二例．第69回東日本整形災害外科学会、オンライ
ン開催、2020.9.　シンポジウム

（166）三浦宗也、山田勝久、高畑雅彦、楫野知道、岩田玲、遠
藤努、太田昌博、久田雄一郎、須藤英毅、岩崎倫政：Drop 
fingerをきたしたC8神経根症の病態と手術治療成績．第
69回東日本整形災害外科学会、オンライン開催、2020.9.　
シンポジウム

（167）舘弘之、山田勝久、高畑雅彦、須藤英毅、岩田玲、遠藤努、
岩崎倫政：腰椎化膿性椎体椎間板炎罹患後の臨床的特徴
と機能予後　腰椎前弯角の減少と下肢神経障害が QOL
を低下させる．第69回東日本整形災害外科学会、オンラ
イン開催、2020.9.　一般口演

（168）山田勝久、高畑雅彦、伊東学、長濱賢、岩田玲、遠藤努、須
藤英毅、岩崎倫政：膿瘍腔が大きい胸腰椎化膿性椎体椎間
板炎は感染遷延・再燃の危険因子である―全内視鏡下掻
爬術症例の後ろ向き観察研究―．第69回東日本整形災害
外科学会、オンライン開催、2020.9.　一般口演

（169）辻本武尊、金山雅弘、須田浩太、大羽文博、小松幹、松本聡
子、嶋村之利、田中将、飛鳥井光、長谷川裕一、橋本友幸、岩
崎倫政：90歳以上の超高齢者open spine surgeryにおけ
る周術期合併症．第69回東日本整形災害外科学会、オン
ライン開催、2020.9.　一般口演

（170）長谷川裕一、太田昌博、辻本武尊、金山雅弘、大羽文博、嶋
村之利、田中将、村中祐介、石津帆高、宮野真博、橋本友幸、
岩崎倫政：びまん性特発性骨増殖症の男性患者における
腰椎・大腿骨骨密度の検討．第69回東日本整形災害外科
学会、オンライン開催、2020.9.　一般口演

（171）渡邊菜悠、辻本武尊、金山雅弘、大羽文博、嶋村之利、田中
将、長谷川裕一、橋本友幸、岩崎倫政：腰椎硬膜内髄外腫瘍
に併発した仙骨脆弱性骨折の診断経験―脊椎外来紹介受
診のピットフォール―．第69回東日本整形災害外科学会、
オンライン開催、2020.9.　一般口演

（172）石井智佳子、岩田玲、山田勝久、遠藤努、辻本武尊、須藤
英毅、高畑雅彦、岩崎倫政：上咽頭癌第１０胸椎棘突起弧
発転移に対し根治的胸椎後方要素広範切除術を行った
一例．第69回東日本整形災害外科学会、オンライン開催、
2020.9.　一般口演

（173）小野寺智洋、松原新史、松岡正剛、岩崎浩司、近藤英司、安
藤梓、山本美幸、森岡靖英、岩崎倫政：人工膝関節置換術に
おける関節内NGF濃度変化の検討．第69回東日本整形災
害外科学会、オンライン開催、2020.9.　一般口演

（174）太田光俊、河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、芝山浩樹、遠藤

政：高所墜落外傷で生じたSuicidal Jumper’s Fracture受
傷後の神経障害および社会復帰.　第49回日本脊椎脊髄
病学会、神戸市、2020.9.

（153）百貫亮太、金山雅弘、大羽文博、嶋村之利、田中将、辻本武
尊、吉川慶、長谷川裕一、橋本友幸、岩崎倫政：L5-S PLIF/
TLIFの手術成績　−初回固定と固定延長の比較−．第49
回日本脊椎脊髄病学会、神戸市、2020.9.

（154）長谷川裕一、太田昌博、辻本武尊、金山雅弘、大羽文博、嶋
村之利、田中将、村中祐介、石津帆高、宮野真博、渡辺菜悠、
橋本友幸、岩崎倫政 : びまん性特発性骨増殖症の男性患
者における腰椎・大腿骨骨密度と既存椎体骨折との関係. 
第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会、神戸市、2020.9.

（155）岩田玲、高畑雅彦、山田勝久、遠藤努、太田昌博、須藤英
毅、鐙邦芳、岩崎倫政：脊椎浸潤に対する腫瘍脊椎骨摘出
の方法．第53回日本整形外科学会　骨・軟部腫瘍学術集
会、オンライン開催、2020.9. 主題

（156）岩田玲、高畑雅彦、山田勝久、遠藤努、太田昌博、須藤英
毅、岩崎倫政:姑息的脊椎手術治療の抗がん剤治療復帰へ
の貢献度．第53回日本整形外科学会　骨・軟部腫瘍学術
集会、オンライン開催、2020.9.　一般口演

（157）福田龍一、松岡正剛、田中大介、小野寺智洋、後藤佳子、岩
崎浩司、松原新史、森律明、平賀博明、近藤英司、松野吉宏、
岩崎倫政：人工膝関節置換術後に血管肉腫が発生し大腿
切断に至った一例．第53回日本整形外科学会　骨・軟部
腫瘍学術集会、オンライン開催、2020.9. ポスター

（158）松居祐樹、角家健、永野裕介、遠藤健、原健人、松前元、
Terkawi MA、岩崎倫政：M2マクロファージによる末梢神
経軸索再生の制御．第31回日本末梢神経学会学術集会、
オンライン開催、2020.9.　一般口演

（159）山本康弘、角家健、市原理司、原章、金子和夫、岩崎倫政：
末梢神経損傷後の好中球の時空間的変化に関する検討．
第31回日本末梢神経学会学術集会、オンライン開催、
2020.9.　一般口演

（160）遠藤健、松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、太田光俊、倉茂秀
星、岩崎倫政：Superb Microvascular Imaging法を用いた
手根管症候群での正中神経内血流評価の有用性．第31
回日本末梢神経学会学術集会、オンライン開催、2020.9.　
一般口演

（161）鈴木久崇、松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、太田光俊、遠藤
健、倉茂秀星、小川拓也、岩井孝仁、西田睦、岩崎倫政：副神
経麻痺に対し超音波検査が有用だった一症例．第31回日
本末梢神経学会学術集会、オンライン開催、2020.9.　一
般口演

（162）山田勝久、長濱賢、室田栄宏、平塚重人、高畑雅彦、岩崎倫
政：腰椎変性すべり症に対する PETLIF（全内視鏡下経椎
間孔腰椎椎体間固定術）の手術手技と臨床成績．第69回
東日本整形災害外科学会、オンライン開催、2020.9.　シ
ンポジウム

（163）安井啓悟、岩崎倫政：北海道の地域基幹病院における骨
転移カンファレンスの実際～開始後３年間で見えてきた
有益性と課題～．第69回東日本整形災害外科学会、オン
ライン開催、2020.9.　シンポジウム
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ゲーションを用いたリバース型人工肩関節の有用性．第
47回日本肩関節学会、札幌市、hybrid開催、2020.10.　一
般口演

（188）倉茂秀星、瓜田淳、門間太輔、岩崎倫政：リバース型人工
肩関節全置換術における血液動態についての検討．第47
回日本肩関節学会、札幌市、hybrid開催、2020.10. 一般口
演

（189）沼口京介、門間太輔、松居祐樹、横田正司、岩崎倫政：競技
レベルが野球選手の肩関節応力分布に及ぼす影響．第47
回日本肩関節学会、札幌市、hybrid開催、2020.10. 　一般
口演

（190）松ヶ崎圭純、佃幸憲、瓜田淳、岩崎倫政：反復性肩関節脱
臼に上方関節包再建とBankart修復を施行した二例第47
回日本肩関節学会、札幌市、hybrid開催、2020.10. 　一般
口演

（191）松居祐樹、門間太介、瓜田淳、吉岡千佳、大泉尚美、末永直
樹、岩崎倫政：人工肩関節全置換術の長期成績 -CTを用い
た画像評価と臨床成績-. 第47回日本肩関節学会、札幌市、
2020.10. 主題

（192）倉茂秀星、瓜田淳、門間太輔、岩崎倫政：Alterations in 
hematological parameters and the risk factor of blood 
transfusion after reverse total shoulder arthroplasty．第
47回日本肩関節学会、札幌市、2020.10. 

（193）岩田玲、金山雅弘、大羽文博、橋本友幸、高畑雅彦、岩崎倫
政：骨粗鬆症性脊椎椎体骨折後の脊柱アライメントの変
化とその不良因子．第22回日本骨粗鬆症学会、オンライ
ン開催、2020.10.

（194）藤田諒、織田格、大浦久典、中村聡子、鈴木孝治、西尾泰
彦、竹内宏仁、大嶋茂樹、藤谷正紀：ステロイド性骨粗鬆症
患者に対する長期ビスフォスフォネート製剤内服加療が
骨代謝回転に与える影響. 第22回 日本骨粗鬆症学会. 神
戸市、2020.10.

（195）石津帆高、清水智弘、村上俊文、松ケ崎圭純、梅森秀、横田
隼一、岩崎倫政: 脆弱性骨折を来した関節リウマチ症例
における術後骨粗鬆症治療．第22回日本骨粗鬆症学会、
オンライン学術総会、2020.10.

（196）中村夢志郎、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政 : 骨吸収抑制剤
の切り替えにおける治療効果と副反応の検討、第22回日
本骨粗鬆症学会、神戸市（web）、2020.10.

（197）下田康平、下段俊、梅本貴央、三田真俊、佐藤恒明、石津帆
高：骨粗鬆症患者における脆弱性骨折とビタミンD充足
度の関連．第22回 日本骨粗鬆症学会、神戸市、2020.10.

（198）浅野毅、髙橋大介、清水智弘、岩崎倫政：デノスマブによ
る中期治療効果と骨密度増加効果に関与する因子の検
討．第22回 日本骨粗鬆症学会、神戸市、2020.10.

（199）小林英之、高畑雅彦、平塚重人、佐藤大、清水智弘、藤田
諒、太田昌博、岩崎倫政：急性骨髄炎に対する抗RANKL抗
体の使用は、腐骨量を増やさず骨破壊抑制効果を示す—
マウス急性骨髄炎モデル—．第38回日本骨代謝学会学術
集会、神戸市、2020.10.

（200）鈴木裕貴、大越康充、川上健作、清水健太、浮城健吾、小野
寺智洋、岩崎浩司、鈴木航、前田龍智、鈴木昭二、近藤英司、

健、岩崎倫政：CT像による手根骨水平断アライメントの
検討．第69回東日本整形災害外科学会、オンライン開催、
2020.9. 　一般口演

（175）鈴木久崇、高橋要、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政、髙橋大
介：治療に難渋した発育性股関節形成不全の二症例．第
69回東日本整形災害外科学会、オンライン開催、2020.9. 　
一般口演

（176）高橋要、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政、髙橋大介：変形性股
関節症患者における中枢性感作と臨床症状・術後成績の
関連．第69回東日本整形災害外科学会、オンライン開催、
2020.9. 一般口演

（177）木田博朗、瓜田淳、松居祐樹、倉茂秀星、岩崎倫政：ナビ
ゲーションを使用した RSA におけるベースプレート設
置位置の検討．第69回東日本整形災害外科学会、オンラ
イン開催、2020.9. 一般口演

（178）中村夢志郎、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政：骨吸収抑制剤
の切り替えにおける治療効果と副反応の検討．第69回東
日本整形災害外科学会、オンライン開催、2020.9. 一般口
演

（179）石津帆高、清水智弘、村上俊文、松ヶ崎圭純、梅森秀、横田
隼一、岩崎倫政：脆弱性骨折を来した関節リウマチ症例に
おける術後骨粗鬆症治療．第69回東日本整形災害外科学
会、オンライン開催、2020.9. 一般口演

（180）松岡正剛、岡本正則、相馬有、横田勲、新井隆太、小野寺智
洋、近藤英司、岩崎倫政、平賀博明：喫煙歴を有する軟部肉
腫は肺転移発生率が上昇する．第69回東日本整形災害外
科学会、オンライン開催、2020.9. 一般口演

（181）福田龍一、松岡正剛、田中大介、小野寺智洋、後藤佳子、岩
崎浩司、松原新史、森律明、平賀博明、近藤英司、松野吉弘、
岩崎倫政：人工膝関節再置換術後に血管肉腫が発生し大
腿切断に至った一例．第69回東日本整形災害外科学会、
オンライン開催、2020.9. 一般口演

（182）木田博朗、瓜田淳、松居祐樹、倉茂秀星、岩崎倫政：ナビ
ゲーションを用いた RSA におけるベースプレート設置
位置の検討.　 第69回東日本整形災害外科学会、オンラ
イン開催、2020.9. 一般口演

（183）松居祐樹、門間太輔、瓜田淳、吉岡千佳、大泉尚美、末永直
樹、岩崎倫政：人工肩関節全置換術の長期成績―CT を用
いた画像評価と臨床成績―．第47回日本肩関節学会、札
幌市、hybrid開催、2020.10. シンポジウム

（184）門間太輔、井上望、遠藤香織、河村太介、瓜田淳、松井雄
一郎、岩崎倫政：４次元 CT を用いた肩甲上腕関節接触
面の解析．第47回日本肩関節学会、札幌市、hybrid 開催、
2020.10. シンポジウム

（185）瓜田淳、佃幸憲、門間太輔、倉茂秀星、岩崎倫政：小さい径
の上腕骨ステムはRSA後の上腕骨骨吸収を減少させる．
第47回日本肩関節学会、札幌市、hybrid 開催、2020.10. 　
一般口演

（186）佃幸憲、瓜田淳、岩崎倫政：リバース型人工肩関節置換術
における上腕骨ステム周囲骨吸収評価．第47回日本肩関
節学会、札幌市、hybrid開催、2020.10. 一般口演

（187）木田博朗、瓜田淳、門間太輔、松居祐樹、岩崎倫政：ナビ
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解明―遺伝子オントロジー解析―．第35回日本整形外科
学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 一般口演

（212）清水智弘、野々川茉佑、西端友香、益田紗季子、髙橋大介、
浅野毅、田中敏、外丸詩野、岩崎倫政、石津明洋：特発性大
腿骨頭壊死症の発生における好中球細胞外トラップの関
与. 第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン
開催、2020.10. 一般口演

（213）徐亮、花松久寿、宝満健太郎、小野寺智洋、古川潤一、本谷
和俊、宮崎拓自、田園、岩崎倫政：ヒトiPS細胞の軟骨分化
誘導過程におけるスフィンゴ糖脂質糖鎖の網羅的発現解
析．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン
開催、2020.10. 一般口演

（214）山口純、小野寺智洋、宝満健太郎、岩崎倫政、丸毛啓史、斎
藤充：OCT（光干渉断層計）を用いたゲル内細胞分布の三
次元解析．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オン
ライン開催、2020.10. 一般口演

（215）馬場力哉、福井大輔、Stephanie Y. Adachi、小野寺智洋、
Robert L. Sah、岩崎倫政、舛田浩一：ブタ骨軟骨移植片に
対する保存液としての高純度アルギン酸の有用性の検討．
第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. 一般口演

（216）小野寺智洋、馬場力哉、岩崎浩司、近藤英司、後藤佳子、松
原新史、松岡正剛、井上雅之、鈴木孝治、岩崎倫政：高純度
アルギン酸（UPAL）ゲル移植治療の臨床成績の検討．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. 一般口演

（217）五月女慧人、角家健、鈴木裕貴、遠藤健、浅野毅、中川慎
介、前仲勝美、岩崎倫政：パパベリンの血液脊髄関門機能
維持を介した脊髄損傷後神経保護効果．第35回日本整形
外科学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 一般
口演

（218）小野寺智洋、松原新史、松岡正剛、岩崎浩司、後藤佳子、近
藤英司、安藤梓、山本美幸、森岡靖英、岩崎倫政：人工膝関
節置換術による手術侵襲が関節内 NGF 濃度に与える影
響．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン
開催、2020.10. 一般口演

（219）藤田諒、濱野博基、高畑雅彦、亀田裕亮、清水智弘、新井隆
太、太田昌博、佐藤大、小林英之、岩崎倫政：乳癌細胞は癌
関連糖鎖抗原シアリルTn発現により骨髄生着能が低下
する―mouse skeletal colonization model を用いた検討
―．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン
開催、2020.10. 一般口演

（220）岩田玲、高畑雅彦、山田勝久、遠藤努、太田昌博、須藤英
毅、岩崎倫政：転移性脊椎腫瘍手術の合併症における栄養
状態や免疫の影響．第35回日本整形外科学会基礎学術集
会、オンライン開催、2020.10. 　一般口演

（221）山本康弘、角家健、市原理司、原章、金子和夫、岩崎倫政：
末梢神経損傷後の好中球の時空間的変化に関する検討．
第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. 　一般口演

（222）遠藤健、松井雄一郎、河村太介、瓜田淳、太田光俊、倉茂

岩崎倫政：変形性膝関節症の重症度に応じた外的膝関節
モーメント成分の寄与率変化、第35回日本整形外科学会
基礎学術集会、オンライン開催、2020.10.

（201）松居祐樹、角家健、永野裕介、遠藤健、原健人、松前元、
Terkawi MA、岩崎倫政：M2マクロファージによる末梢神
経軸索再生の制御．第35回日本整形外科学会基礎学術集
会、オンライン開催、2020.10. 優秀ポスターセッション

（202）入江徹、入江朋世、髙橋大介、岩崎倫政、井上望：Lateral 
center-edge angleは寛骨臼全体の被覆を代表するか―領
域別三次元寛骨臼被覆との相関性の検討―．第35回日本
整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 
一般口演

（203）江畑拓、Terkawi MA、小野寺智洋、木田博朗、松前元、田
園、Hend Alhasan、濱崎雅成、清水智弘、髙橋大介、岩崎倫
政：摩耗軟骨片による滑膜炎が誘導する軟骨細胞新規分
泌因子「Flightless Ⅰ」の機能解析．第35回日本整形外科
学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 一般口演

（204）Terkawi MA、田園、松前元、木田博朗、髙橋大介、江畑拓、
Hend Alhasan、清水智弘、岩崎倫政：XCL1/lymphotactin
阻害による病的骨吸収抑制効果の検討．第35回日本整形
外科学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 一般
口演

（205）松前元、Terkawi MA、木田博朗、江畑拓、田園、Hend 
Alhasan、清水智弘、髙橋大介、角家健、岩崎倫政：人工関
節術後無菌性緩みにおけるチミジンホスホリラーゼの機
能と骨吸収メカニズムの解明．第35回日本整形外科学会
基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 一般口演

（206）筌場大介、須藤英毅、辻本武尊、浦勝郎、岩崎倫政：骨髄由
来間葉系幹細胞とバイオマテリアルによる椎間板細胞治
療．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン
開催、2020.10. 一般口演

（207）浦勝郎、須藤英毅、筌場大介、辻本武尊、岩崎倫政：ソフ
トバイオマテリアルによる椎間板性疼痛の抑制効果．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. 一般口演

（208）河村太介、松井雄一郎、瓜田淳、遠藤健、太田光俊、倉茂秀
星、岩崎倫政：３DCT を用いた骨軟骨腫に伴う前腕骨変
形の検討．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オン
ライン開催、2020.10. 一般口演

（209）山田勝久、長濱賢、室田栄宏、平塚重人、高畑雅彦、岩崎
倫政：経椎間孔アプローチ手術における safety working 
areaの形態計測―３D腰椎神経根volume rendering画像
解析―．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンラ
イン開催、2020.10. 一般口演

（210）三浦宗也、岩崎浩司、近藤英司、松原新史、松岡正剛、後藤
佳子、小野寺智洋、岩崎倫政：膝前十字靭帯損傷膝の脛骨
関節面における軟骨下骨の骨密度分布の変化：手術待期
期間の影響―CT osteoabsorptiometry 法を用いて―．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. 一般口演

（211）小林英之、高畑雅彦、太田昌博、佐藤大、清水智弘、藤田
諒、岩崎倫政：Siglec-15による破骨細胞分化制御機構の
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第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. ポスター

（234）入江朋世、入江徹、井上望、岩崎倫政：腰椎椎弓根の皮質
骨における骨密度分布の三次元的評価．第35回日本整形
外科学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. ポス
ター

（235）岩崎浩司、葛原凌大、松原新史、松岡正剛、小野寺智洋、近
藤英司、岩崎倫政：骨盤幅が膝内反モーメントに与える影
響についての検討―二次元における考察―．第35回日本
整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 
ポスター

（236）木田博朗、Terkawi MA、松前元、江畑拓、田園、Hend 
Alhasan、清水智弘、髙橋大介、岩崎倫政：ビタミン E 添加
超高分子量ポリエチレンインプラントにおける人工関
節置換術後無菌性緩みを抑制する至適濃度の検討．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. ポスター

（237）大日向純、門間太輔、松居祐樹、近藤英司、岩崎倫政：北海
道野球肘検診における離断性骨軟骨炎の縦断的評価．第
31回日本臨床スポーツ学会、オンライン開催、2020.10.

（238）岩田玲、高畑雅彦、山田勝久、遠藤努、太田昌博、須藤英
毅、岩崎倫政：転移性脊椎腫瘍手術における免疫や栄養状
態が及ぼす合併症への影響．第29回日本インストゥルメ
ンテーション学会、オンライン開催、2020.10.

（239）岩田玲、須藤英毅、安倍雄一郎、鐙邦芳、伊東学、山田勝
久、遠藤努、百貫亮太、高畑雅彦、岩崎倫政：胸椎特発性側
弯症の矯正操作における固定最下端椎の傾斜と回旋が術
後の腰椎脊柱配列に与える影響．第29回日本インストゥ
ルメンテーション学会、オンライン開催、2020.10.

（240）岩田　玲、高畑雅彦、山田勝久、遠藤努、百貫亮太、須藤英
毅、岩崎倫政；転移性脊椎腫瘍の手術治療が貢献する生命
予後期間及び歩行可能期間に関わる術前患者背景につい
て．第29回日本インストゥルメンテーション学会、オン
ライン開催、2020.10.

（241）宮野真博、浅野毅、清水智弘、高橋要、入江徹、髙橋大介、
岩崎倫政：人工股関節全置換術中のステム前捻角評価―
デバイス一体型角度計の精度．第47回日本股関節学会学
術集会、四日市、オンライン開催、2020.10.  一般口演

（242）髙橋大介、清水智弘、高橋要、中村夢志郎、入江徹、岩崎倫
政：FEAを用いた短縮骨切り併用THAの最適な骨切り位
置の検討．第47回日本股関節学会学術集会、四日市、オン
ライン開催、2020.10.  一般口演

（243）中村夢志郎、清水智弘、坂井裕子、浅野毅、高橋要、髙橋大
介、岩崎倫政：初診時の Graf 法のα角は歩行開始時の臼
蓋角と関連する．第47回日本股関節学会学術集会、四日
市、オンライン開催、2020.10. 一般口演

（244）福島瑛、清水智弘、清水寛和、高橋要、髙橋大介、岩崎倫
政：乳児股関節脱臼における装具治療開始時期の検討．
第47回日本股関節学会学術集会、四日市、オンライン開
催、2020.10. 一般口演

（245）清水寛和、清水智弘、高橋要、中村夢志郎、髙橋大介、岩崎
倫政：本邦の乳児股関節健診推奨項目と臼蓋発育不全の

秀星、岩崎倫政：Superb microvascular imaging法を用い
た手根管症候群での正中神経内血流評価の有用性．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. 　一般口演

（223）宮崎拓自、花松久寿、小野寺智洋、徐亮、古川潤一、宝満
健太郎、川嵜敏祐、岩崎倫政：細胞特異的糖鎖解析による
残存未分化iPS細胞の定量的評価法の確立．第35回日本
整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 　
一般口演

（224）門間太輔、井上望、遠藤香織、河村太介、瓜田淳、松井雄一
郎、岩崎倫政：四次元 CT を用いた肩甲上腕関節の解析．
第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10.　一般口演

（225）角家健、宝満健太郎、浮城健吾、三宅賢稔、深水竜介、禰寝
義人、大越康充、岩崎倫政：全身を対象とする歩行解析に
よる運動器疾患スクリーニング：変形性膝関節症患者に
よる検討．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オン
ライン開催、2020.10. 　一般口演

（226）浮城健吾、大越康充、岩崎浩司、小野寺智洋、川上健作、鈴
木昭二、井野拓実、前田龍智、近藤英司、岩崎倫政：高齢者
における歩行の生体工学的特徴．第35回日本整形外科学
会基礎学術集会、オンライン開催、2020.10. 一般口演

（227）筌場大介、須藤英毅、辻本武尊、浦勝郎、岩崎倫政：自家
骨髄濃縮液とバイオマテリアルによる椎間板治療．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. ポスター

（228）佃幸憲、河村太介、松井雄一郎、松居祐樹、岩崎倫政：大菱
形骨、中手骨の骨形態が母指 CM 関節における応力分布
に及ぼす影響．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、
オンライン開催、2020.10. ポスター

（229）松原新史、岩崎浩司、近藤英司、松岡正剛、後藤佳子、小野
寺智洋、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術後の距腿関節にお
ける応力変化：CT osteoabsorptiometry 法を用いて．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. ポスター

（230）宝満健太郎、小野寺智洋、古川潤一、花松久寿、濱崎雅成、
徐亮、宮崎拓自、細川吉暁、岩崎倫政：関節軟骨におけるフ
コシル化糖鎖の欠損は可逆的修復を阻害し軟骨変性を進
行させる．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オン
ライン開催、2020.10. ポスター

（231）岩崎浩司、大越康充、井上貴博、川上健作、浮城健吾、前
田龍智、鈴木裕貴、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫政：床反
力作用線が脛骨近位関節面を通過する点とその動態．第
35回日本整形外科学会基礎学術集会、オンライン開催、
2020.10. ポスター

（232）松居祐樹、瓜田淳、佃幸憲、門間太輔、河村太介、松井雄一
郎、太田光俊、遠藤健、岩崎倫政：腱板断裂サイズによる肩
甲骨関節窩の応力変化―CT osteoabsorptiometry法を用
いた解析―．第35回日本整形外科学会基礎学術集会、オ
ンライン開催、2020.10. ポスター

（233）太田光俊、河村太介、瓜田淳、松井雄一郎、遠藤健、岩崎倫
政：CT画像を用いた手根骨水平断アライメントの検討．
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存治療抵抗因子となる～CT osteoabsorptiometry法を用
いた骨密度の解析～．第48回日本関節病学会、オンライ
ン開催、2020.10. 一般演題

（259）松原新史、小野寺智洋、菱村亮介、松岡正剛、岩崎浩司、
近藤英司、岩崎倫政：第2中足骨短縮症を合併した外反母
趾変形の1例、第48回日本関節病学会、オンライン開催、
2020.10. 

（260）中條誠也、河村太介、岩崎倫政：血友病性関節症に対して
MP人工関節置換術を施行した一例．第48回日本関節病
学会、オンライン開催、2020.10. 一般演題

（261）松原新史、小野寺智洋、菱村亮介、松岡正剛、岩崎浩司、近
藤英司、岩崎倫政：第２中足骨短縮症を合併した外反母
趾変形の一例．第48回日本関節病学会、オンライン開催、
2020.10. 一般演題

（262）石津帆高、清水智弘、村上俊文、松ヶ崎圭純、梅森秀、横田
隼一、岩崎倫政：脆弱性骨折を来した関節リウマチ症例に
おける術後骨粗鬆症治療．第48回日本関節病学会、オン
ライン開催、2020.10. 一般演題

（263）菱村亮介、大越康充、前田龍智、松原新史、松岡正剛、岩崎
浩司、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫政：人工膝関全置換
術における術中トラネキサム酸局所注射の効果―drain 
clamping法との比較―．第48回日本関節病学会、オンラ
イン開催、2020.10. 一般演題

（264）門間太輔、松居祐樹、近藤英司、岩崎倫政：競技 レ ベ
ル が 野球選手 の 肩関節応力分布 に 及 ぼ す 影響 ～ CT 
osteoabsoptiometry 法を用いた肩応力解析～．第31回
日本臨床スポーツ医学会学術集会、オンライン開催、
2020.11.

（265）川上健作、大越康充、清水健太、館山　唯、浮城健吾、三浦
浩太、井野拓実、吉田俊教、前田龍智、鈴木昭二、鈴木裕貴、
岩崎浩司、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫政：シンポジウム
3　メカニクスから見た早期膝OAの病態　　OA膝の動
作解析．第47回日本臨床バイオメカニクス学会、オンラ
イン開催、2020.11.

（266）松原 新史、岩崎 浩司、近藤 英司、松岡正剛、後藤佳子、小
野寺智洋、岩崎倫政：下肢アライメント変化に伴う距腿
関節骨密度分布の変化： CT osteoabsorptiometry法を用
いて、第47回日本臨床バイオメカニクス学会、Web開催、
2020.11.

（267）門間太輔、沼口京介、松居祐樹、横田正司、近藤英司、岩崎
倫政：競技レベルが野球選手の肩関節応力分布に及ぼす
影響～CT osteoabsoptiometry法を用いた肩応力解析～．
第47回日本臨床バイオメカニクス学会、オンライン開催、
2020.11.

（268）細川吉暁、大越康充、岩崎浩司、千田周也、浮城健吾、川上
健作、前田龍智、鈴木昭二、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫
政：仮想床反力ベクトル：歩行時膝内反モーメントの予測
因子としての可能性：競技レベルが野球選手の肩関節応
力分布に及ぼす影響～CT osteoabsoptiometry法を用い
た肩応力解析～．第47回日本臨床バイオメカニクス学会、
オンライン開催、2020.11. 

関連．第47回日本股関節学会学術集会、四日市、オンライ
ン開催、2020.10. 一般口演

（246）入江徹、髙橋大介、井上望、岩崎倫政：寛骨臼各領域の三
次元骨性被覆とlateral center edge angleの間の相関性．
第47回日本股関節学会学術集会、四日市、オンライン開
催、2020.10.  一般口演

（247）下段俊、髙橋大介、清水智弘、岩崎倫政：Direct Superior 
Approachにおけるポリッシュテーパーステムのアライ
メントの比較検討．第47回日本股関節学会学術集会、四
日市、オンライン開催、2020.10.  一般口演

（248）小川裕生、清水智弘、浅野毅、高橋要、髙橋大介、岩崎倫
政：大腿骨寛骨臼インピンジメントを来たした稀な股関
節内腫瘍の三例．第47回日本股関節学会学術集会、四日
市、オンライン開催、2020.10.  ポスター

（249）鈴木久崇、高橋要、清水智弘、浅野毅、髙橋大介、岩崎倫
政：治療に難渋した発育性股関節形成不全の二症例．第
47回日本股関節学会学術集会、四日市、オンライン開催、
2020.10.  ポスター

（250）大橋佑介、清水智弘、清水寛和、高橋要、髙橋大介、岩崎倫
政：関節弛緩性を伴う脊椎骨端骨幹端異形成症児に発生
した発育性股関節形成不全の一例．第47回日本股関節学
会学術集会、四日市、オンライン開催、2020.10.  ポスター

（251）石津帆高、清水智弘、中村夢志郎、高橋要、浅野毅、髙橋大
介、岩崎倫政：健常女児に両側同時発症した大腿骨頭軟骨
下脆弱性骨折の一例．第47回日本股関節学会学術集会、
四日市、オンライン開催、2020.10.  ポスター

（252）高橋要、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政、髙橋大介：変形性股
関節症患者における中枢性感作と臨床症状・術後成績の
関連．第47回日本股関節学会学術集会、四日市、オンライ
ン開催、2020.10.  ポスター

（253）喜澤史弥、鈴木大輔、名越智、金泉新、清水智弘、入江徹、
髙橋大介、岩崎倫政：関節不安定性を有する股関節臨床ス
コアの特徴．第47回日本股関節学会学術集会、四日市、オ
ンライン開催、2020.10.  ポスター

（254）浅野毅、髙橋大介、清水智弘、高橋要、岩崎倫政、岩田憲、
真柴賛：非定型大腿骨骨折様インプラント周囲骨折にお
けるマイクロダメージの評価．第47回日本股関節学会学
術集会、四日市、オンライン開催、2020.10.  ポスター

（255）横田隼一、清水智弘、木村洋介、浅野毅、石津帆高、髙橋大
介、岩崎倫政：大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折患者における軟
骨変性の予後予測．第48回日本関節病学会、オンライン
開催、2020.10. 一般演題

（256）高橋要、清水智弘、浅野毅、岩崎倫政、髙橋大介：変形性股
関節症患者における中枢性感性と臨床症状・術後成績の
関連．第48回日本関節病学会、オンライン開催、2020.10. 
一般演題

（257）沼口京介、門間太輔、船越忠直、河村太介、瓜田淳、松井雄
一郎、松居祐樹、近藤英司、岩崎倫政：肘内側側副靱帯損傷
術前後の CT を用いた関節裂隙の評価．第48回日本関節
病学会、オンライン開催、2020.10. 一般演題

（258）門間太輔、沼口京介、松居祐樹、河村太介、瓜田淳、松井雄
一郎、近藤英司、岩崎倫政：上腕骨小頭骨硬化はOCDの保
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（280）岩崎倫政：肘離断性骨軟骨炎に対する手術治療の課題と
展望．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神
戸市、2020.12. 教育研修講演

（281）Iwasaki N, Donald S. Bae：Elbow OCD -Current status 
and prospect-．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科
学会、神戸市、2020.12. 国際シンポジウム

（282）Momma D, Onodera T, Kawamura D, Urita A, Matsui 
Y, Baba R, Funakoshi T, Kondo M, Endo Y, Iwasaki N：
An Acellular Cartilage Repair Technique Based on 
Ultrapurified Alginate Gel Implantation for Advanced 
Capitellar Osteochondritis Dissecans．第12回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12. 国際シ
ンポジウム

（283）Suzuki Y, Ohkoshi Y, Kawakami K, Ukishiro K, Onodera 
T, Iwasaki K, Suzuki K, Maeda T, Suzuki S, Kondo E, 
Iwasaki N：Changes in Relative Contributions of Each 
Moment Components at the Knee According to Severity 
of Osteoarthritis．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外科学会、神戸市、2020.12.　一般口演

（284）薮内康史、安田和則、近藤英司、小野寺純、上田大輔、小野
寺伸、岩崎倫政、八木知徳：逆V字型高位脛骨骨切り術後
の高い骨癒合率は、矯正中心（ヒンジ）部離解の影響を受
けない．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、
神戸市、2020.12.　一般口演

（285）松居祐樹、瓜田淳、佃幸憲、岩崎倫政：腱板断裂サイズに
よる肩甲骨関節窩の応力変化―CT osteoabsorptiometry
法を用いた解析―．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外科学会、神戸市、2020.12.　一般口演

（286）松原新史、岩崎浩司、小野寺智洋、松岡正剛、後藤佳子、近
藤英司、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術後の足関節における
応力変化：CT osteoabsorptiometry 法を用いて．第12回
日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会・第46回日本整形
外科スポーツ医学会学術集会、神戸市、2020.12.　一般
口演

（287）佃幸憲、瓜田淳、松居祐樹、岩崎倫政：リバース型人工
肩関節置換術後上腕骨ステム周囲の単純 X 線評価．第
12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、
2020.12.　一般口演

（288）三浦宗也、岩崎浩司、近藤英司、松原新史、松岡正剛、後
藤佳子、小野寺智洋、岩崎倫政：前十字靱帯損傷膝の脛
骨関節面における軟骨下骨骨密度分布の変化：受傷か
ら経過期間の影響―CT absorptiometry 法を用いて―．
第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、
2020.12.　一般口演

（289）西田善郎、近藤英司、岩崎浩司、林陸、上徳善太、小野寺智
洋、河村 大介、八木 知徳、安田和則、岩崎倫政：膝屈筋腱
ハイブリッド代用材料を用いた解剖学的二束後十字靱帯
再建術の臨床成績　一束再建術との比較．第12回日本関
節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12.

（290）岩崎浩司、近藤英司、亀田敏明、小野寺智洋、上徳善太、
安田和則、八木知徳、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術後の
脛骨関節面における軟骨下骨骨密度分布の変化　CT 

（269）浮城健吾、大越康充、川上健作、岩崎浩司、小野寺智洋、鈴
木昭二、井野拓実、前田龍智、近藤英司、岩崎倫政：無症候
高齢者の歩行にはすでに生体力学的変化が生じている．
第47回日本臨床バイオメカニクス学会、オンライン開催、
2020.11. 

（270）藤江裕貴、岩崎浩司、松原新史、松岡正剛、小野寺智洋、近
藤英司、岩崎倫政：変形性膝関節症に対する高位脛骨骨切
り術後の脛骨長変化：術式間での比較．第47回日本臨床
バイオメカニクス学会、オンライン開催、2020.11. 

（271）岩崎浩司、大越康充、細川吉暁、千田周也、浮城健吾、川上
健作、前田龍智、鈴木昭二、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫
政：高位脛骨骨切り術前後の膝内反モーメントの変化：仮
想床反力ベクトルの有用性．第47回日本臨床バイオメカ
ニクス学会、オンライン開催、2020.11. 

（272）Iwata A, Sudo H, Abe Y, Yamada K, Endo T, Hyakkan R, 
Takahata M, Iwasaki N: Impact of lowest instrumented 
vertebra correction on uninstrumented lumbar curve in 
thoracic adolescent idiopathic scoliosis. 第54回日本側弯
症学会、オンライン開催、2020.11.

（273）松岡正剛、小野寺智洋、松原新史、近藤英司、岩崎倫政：
リウマチ性前足部変更に対する Lapidus 変法の有用性．
第45回日本足の外科学会学術集会、オンライン開催、
2020.11.　一般口演

（274）松原新史、小野寺智洋、松岡正剛、菱村亮介、岩崎浩司、近
藤英司、岩崎倫政：第二中足骨短縮症を合併した外反母趾
変形の一例．第45回日本足の外科学会学術集会、オンラ
イン開催、2020.11. ポスター

（275）糸賀稜、松岡正剛、小野寺智洋、松原新史、近藤英司、岩崎
倫政：アキレス腱縫合術20年後に発生した腱縫合糸に対
する感染性異物性肉芽腫の一例．第45回日本足の外科学
会学術集会、オンライン開催、2020.11. ポスター

（276）Suzuki Y, Ohkoshi Y, Kawakami K, Ukishiro K, Onodera 
T, Iwasaki K, Suzuki K, Maeda T, Suzuki S, Kondo E, 
Iwasaki N: Changes in relative contributions of each 
moment components at the knee according to severity 
of osteoarthritis. 第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外
科学会・第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会、
神戸市、2020.12.

（277）細川吉暁、近藤英司、岩崎 浩司、小野寺智洋、八木知徳、
安田和則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術が膝蓋骨高位に与
える影響　内側楔状開大式と逆V字型の比較．第12回日
本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12.

（278）清水寛和、岩崎浩司、近藤英司、小野寺智洋、上徳善太、安
田和則、八木知徳、岩崎倫政：膝十字靱帯不全を合併した
内側型変形性膝関節症に対する膝十字靱帯再建術と高位
脛骨骨切り術の二期的手術の短期成績．第12回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12.

（279）岩崎浩司、大越康充、細川吉暁、千田周也、浮城健吾、川上
健作、前田龍智、鈴木昭二、小野寺智洋、近藤英司、岩崎倫
政 : 高位脛骨骨切り術前後の膝内反モーメントの変化：
仮想床反力ベクトルの有用性．第12回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12.
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た逆V字型高位脛骨骨切り術の臨床成績：専用ロッキン
グプレートの開発．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外科学会・第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会、
オンデマンド配信、2020.12.

absorptiometry 法を用いて．第12回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12.

（291）瓜田淳、門間太輔、松井雄一郎、、河村太介、太田光俊、遠
藤健、岩崎倫政：上腕骨小頭離断性骨軟骨炎の進行に伴う
橈骨頭肥大の3次元形態解析．第12回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12.　一般口演

（292）大日向純、門間太輔、松居祐樹、近藤英司、岩崎倫政：北
海道野球肘検診における離断性骨軟骨炎の縦断的評価．
第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、
2020.12.

（293）上田大輔、安田和則、薮内康史、小野寺純、山口純、小野寺
伸、八木知徳、近藤英司、岩崎倫政：逆V字型高位脛骨骨切
り術のための新しい腓骨骨切り術の開発とその短期臨床
成績（第3報）．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科
学会、神戸市、2020.12.　一般口演

（294）岩崎浩司、大越康充、鈴木航、井上貴博、浮城健吾、川上健
作、鈴木昭二、前田龍智、近藤英司、岩崎倫政：床反力ベク
トルの膝関節座標平面の通過点は内側開大式高位脛骨骨
切り術後に外側化する．第12回日本関節鏡・膝・スポーツ
整形外科学会、神戸市、2020.12.　一般口演

（295）門間太輔、井上望、遠藤香織、河村太介、瓜田淳、松井雄
一郎、岩崎倫政：4次元CTを用いた肩甲上腕関節の解析．
第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、
2020.12.　一般口演

（296）寺尾英将、岩崎浩司、小野寺智洋、上徳善太、近藤英司、
岩崎倫政：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における低
出力超音波パルス治療の骨癒合促進効果、第12回日本関
節鏡・膝・スポーツ整形外科学会・第46回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会、オンライン開催、2020.12.

（297）上徳善太、近藤英司、小野寺智洋、岩崎浩司、八木知徳、安
田和則、岩崎倫政：逆 V 字型高位脛骨骨切り術後の膝蓋
大腿関節適合性に関する検討．第12回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、神戸市、2020.12. ポスター

（298）鈴木久崇、松原新史、小野寺智洋、松岡正剛、近藤英司、岩
崎浩司、岩崎倫政：両側外側円板状半月を合併した両変形
性膝関節症に対して、内側楔状開大式高位脛骨骨切り術
と半月板形成術を行った1例．第12回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会・第46回日本整形外科スポーツ医学
会学術集会、オンデマンド配信、2020.12. 

（299）門間太輔、黒川孝幸、河村太介、瓜田淳、松井雄一郎、岩
崎倫政：経時的応力計測可能なラメラ構造二重膜ヒド
ロゲルを用いたヒト関節靭帯における内部応力解析．
第12回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、神戸市、
2020.12. JOSKAS研究助成報告

（300）葛原凌大、岩崎浩司、松原新史、松岡正剛、後藤佳子、小
野寺智洋、近藤英司、岩崎倫政：骨盤幅が膝内反モーメン
トに与える影響についてのレントゲン上での推察、第12
回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会・第46回日本
整形外科スポーツ医学会学術集会、オンデマンド配信、
2020.12. 

（301）塩田惇喜、近藤英司、岩崎浩司、細川吉暁、小野寺智洋、井
上雅之、青木喜満、安田和則、岩崎倫政：プレートを用い
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光バイオイメージング分野

●分子生物学教室
医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物
医理工学セクション
遺伝子病制御研究所がん制御学分野

英文原著論文
（1）	 Takada S, Sabe H, Kinugawa S. Abnormalities of Skeletal 

Muscle, Adipocyte Tissue, and Lipid Metabolism in 
Heart Failure: Practical Therapeutic Targets. Front 
Cardiovasc Med. 2020 May 12;7:79. 

（2）	 Tsutaho A, Hashimoto A, Hashimoto S, Hata S, Kachi S, 
Hirano S, Sabe H. High expression of AMAP1, an ARF6 
effector, is associated with elevated levels of PD-L1 and 
fibrosis of pancreatic cancer. Cell Commun Signal. 2020 
Jun 24;18(1):101.

（3）	 Nishioka S, Wu PH, Yakabe T, Giaccia AJ, Le QT, Aoyama 
H, Shimizu S, Shirato H, Onodera Y, Nam JM. Rab27b 
contributes to radioresistance and exerts a paracrine 
effect via epiregulin in glioblastoma. Neurooncol Adv. 
2020 Aug 8;2(1):vdaa091. 

（4）	 Wu PH, Onodera Y, Giaccia AJ, Le QT, Shimizu S, Shirato 
H, Nam JM. Lysosomal trafficking mediated by Arl8b 
and BORC promotes invasion of cancer cells that survive 
radiation. Commun Biol. 2020 Oct 27;3(1):620. 

（5）	 Matsumoto J, Takada S, Furihata T, Nambu H, Kakutani 
N, Maekawa S, Mizushima W, Nakano I, Fukushima 
A, Yokota T, Tanaka S, Handa H, Sabe H, Kinugawa 
S. Brain-Derived Neurotrophic Factor Improves 
Impaired Fatty Acid Oxidation Via the Activation of 
Adenosine Monophosphate-activated Protein Kinase-
α - Proliferator-Activated Receptor-r Coactivator-1 α 
Signaling in Skeletal Muscle of Mice With Heart Failure. 
Circ Heart Fail. 2021 Jan;14(1):e005890.

（6）	 Nomura N, Ito C, Ooshio T, Tadokoro Y, Ueno M, 
Kobayashi M, Kasahara M, Takase Y, Kurayoshi K, Sa 
S, Komatsu M, Yanagawa T, Hirao A. Essential role of 
autophagy in protecting neonatal haematopoietic stem 
cells from oxidative stress in a p62-independent manner. 
Sci Rep. 2021 Jan 18;11(1):1666. doi:10.1038/s41598-
021-81076-z.

（7）	 Furihata T, Takada S, Kakutani N, Maekawa S, Tsuda 
M, Matsumoto J, Mizushima W, Fukushima A, Yokota 
T, Enzan N, Matsushima S, Handa H, Fumoto Y, Nio-
Kobayashi J, Iwanaga T, Tanaka S, Tsutsui H, Sabe 
H, Kinugawa S. Cardiac-specific loss of mitoNEET 
expression is linked with age-related heart failure. 
Commun Biol. 2021 Jan 29;4(1):138.

（8）	 Yamamura R, Ooshio T, Sonoshita M. Tiny Drosophila 
makes giant strides in cancer research. Cancer Sci. 2021 

Feb;112(2):505-514. DOI:10.0000/cas.14747.
（9）	 Nambu H, Takada S, Maekawa S, Matsumoto J, Kakutani 

N, Furihata T, Shirakawa R, Katayama T, Nakajima 
T, Yamanashi K, Obata Y, Nakano I, Tsuda M, Saito 
A, Fukushima A, Yokota T, Nio-Kobayashi J, Yasui H, 
Higashikawa K, Kuge Y, Anzai T, Sabe H, Kinugawa 
S. Inhibition of xanthine oxidase in the acute phase 
of myocardial infarction prevents skeletal muscle 
abnormalities and exercise intolerance.　Cardiovasc 
Res. 2021 Feb 22;117(3):805-819.

（10）	Hashimoto A, Handa H, Hata S, Tsutaho A, Yoshida T, 
Hirano S, Hashimoto S, Sabe H. Inhibition of mutant 
KRAS-driven overexpression of ARF6 and MYC by an 
eIF4A inhibitor drug improves the effects of anti-PD-1 
immunotherapy for pancreatic cancer. Cell Commun 
Signal. 2021 May 17;19(1):54.

（11）	Ooshio T, Yamamoto M, Fujii K, Xin B, Watanabe K, Goto 
M, Okada Y, Suzuki A, Penninger J, Nishina H, Nishikawa 
Y. Hepatocyte MKK7 contributes to restoration of the 
liver parenchyma following injury. Hepatology. 2021 
Jun;73(6):2510-2526. doi:10.1002/hep.31565. Online 
ahead of print. IF:14.679 国際共同研究

和文論文・総説
（1）	 園下将大 個体を用いた新規抗がん剤創薬基盤 -既存薬の

合理的改変手法の確立- 生化学 92:567-571 (2020).

国内学会発表
【一般演題】
（1）	 園下将大、個体レベルの遺伝子に立脚した新規創薬手法、

第86回日本生化学会東北支部例会、紙上開催、2020.5
（2）	 園下将大、遺伝学に立脚した新規がん治療法の開発、第

29回日本がん転移学会学術集会、紙上開催、2020.7
（3）	 Tsukasa Oikawa, Naomi Ohnishi, Yasuhito Onodera, 

Ari Hashimoto, Koji Ueda and Hisataka Sabe: p53 
counteracts EZH2 at the nuclear lamina to prevent 
H3K27 hypermethylation. 第93回日本生化学会大会、
WEB開催、2020.9

（4）	 園 下 将 大、Determining therapeutic vulnerabilities in 
pancreatic cancer using a whole-animal platform、第93
回日本生化学会大会、WEB開催、2020.9

（5）	 Ari Hashimoto, Akio Tsutaho, Shigeru Hashimoto, 
Soichiro Hata, Shion Kachi, Satoshi Hirano, and Hisataka 
Sabe. High expression of AMAP1, an ARF6 effector, 
relates to elevated levels of PD-L1 and fibrosis of 
pancreatic cancer. 第79回日本癌学会学術総会、広島お
よびWEB開催、2020.10　

（6）	 園 下 将 大、Determining therapeutic vulnerabilities in 
pancreatic cancer using a whole-animal platform、第79
回日本癌学会学術総会、広島およびWEB開催、2020.10

（7）	 西岡蒼一郎、呉秉修、矢 ヶ 部俊彰、Giaccia Amato、Le 
Qyunh-Thu、小野寺康仁、清水伸一、白𡈽博樹、南ジンミ
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ン：Rab27b は神経膠芽腫の放射線抵抗性やパラクライ
ン効果を促進する、日本放射線腫瘍学会第33回学術大会、
WEB開催、2020.10

（8）	 細田芽生、南ジンミン、西岡蒼一郎、呉ピンシュウ、松浦妙
子、笠松幸生、田中創大、小野寺康仁、清水伸一、白𡈽博樹：
陽子線のLETが培養細胞の細胞周期に与える影響、日本
放射線腫瘍学会第33回学術大会、WEB開催、2020.10

（9）	 園下将大、個体を使用した新規がん治療薬の創出基盤、
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受け入れのあった資金
●学内・学外共同プロジェクト

年度 制度名 課題名 相手先 研究者名

2 研究拠点形成費等補助金（先進的医療
イノベーション人材養成事業）

「Global × Local な医療課題解決を目
指した最先端 AI 研究開発」人材育成教
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文部科学省 工藤　與亮

2 研究拠点形成費補助金・卓越大学院プ
ログラム事業費

One Health フロンティア卓越大学院
プログラム 文部科学省 村上　正晃

2 研究拠点形成費補助金・卓越大学院プ
ログラム事業費
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プログラム 文部科学省 佐邊　壽孝

2 産科医・小児科医養成支援特別対策事業 北海道 真部　　淳

2 大学改革推進等補助金（大学保有検査
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2 橋渡し研究戦略的推進プログラム 橋渡し研究 _A141_Drug repositioning
による新規脊髄保護薬の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 角家　　健

2
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2 感染症検査機関等設備整備事業 北海道 村上　正晃
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科学技術振興機構 豊嶋　崇徳
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するゲノム基盤情報の構築
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真部　　淳
（分担者）
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による幹細胞動員の開発研究
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国立研究開発法人
量子科学技術研究開発
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村上　正晃

2 革新的がん医療実用化研究事業 局所進行頭頸部扁平上皮癌に対する強
度変調陽子線治療の有効性検証試験

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

青山　英史
（分担者）

2 革新的がん医療実用化研究事業

成人 T 細胞白血病に対する移植後シク
ロフォスファミドを用いた非血縁者間
末梢血幹細胞移植法の確立と移植後再
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2 革新的がん医療実用化研究事業
進行上顎洞癌に対する超選択的動注化
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国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 本間　明宏

2 革新的がん医療実用化研究事業 小児急性リンパ性白血病に対する標準
的治療法の確立：フォローアップ課題

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 真部　　淳

2 革新的がん医療実用化研究事業
アジア協同基盤を用いた分類系統不明
瞭な白血病（ALAL）に対する標準治療
の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（鹿児島大学）

真部　　淳
（分担者）

2 革新的がん医療実用化研究事業 小児白血病の病態の背景にある生殖細
胞系列の分子遺伝学的基盤の解明

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（国立成育医療研究セ
ンター）

真部　　淳
（分担者）

2 革新的がん医療実用化研究事業 臨床試験（ALL-T19）の立案・遂行
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（名古屋大学）

真部　　淳
（分担者）

2 革新的がん医療実用化研究事業 神経芽腫における標準治療開発
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（広島大学）

横田　　勲
（分担者）

2 革新的がん医療実用化研究事業
小児および AYA 世代の横紋筋肉腫患
者に対するリスク層別化臨床試験実施
による標準的治療法の開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（京都府立医科大学）

横田　　勲
（分担者）

2 革新的先端研究開発支援事業 末梢神経の軸索再生を支える細胞機構
と接着因子の解明

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 角家　　健

2 感染症実用化研究事業　エイズ対策実
用化研究事業

国内流行 HIV 及びその薬剤耐性株の長
期的動向把握に関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立感染症研究所）

豊嶋　崇徳
（分担者）

2 橋渡し研究戦略的推進プログラム

動体追跡技術を発展させ、がん標的の3
次元的形状と位置の時間的変化を把握
する実体適合陽子線治療（Real-world 
Adaptive Proton Beam Therapy）シ ス
テムの非臨床 POC 取得

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 清水　伸一

2 国立がん研究センター研究開発費 陽子線治療の高精度技術の標準化とそ
の評価方法確立

国立研究開発法人
国立がん研究センター 清水　伸一

2 国立がん研究センター研究開発費 成人固形がんに対する標準治療確立の
ための基盤研究

国立研究開発法人
国立がん研究センター 本間　明宏

2 次世代がん医療創生研究事業 バイオマテリアルを用いたがんの不均
一性制御の研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 田中　伸哉

2 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
実用化研究事業

慢性ストレスによる心不全の分子病態
解明に関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 村上　正晃

2 先進的医療機器・システム等技術開発
事業

量子線手術（クオンタム・ビーム・サー
ジェリー）と放射線照射後手術におけ
る治療術中の迅速な判断・決定を支援
するための診断支援機器・システム開
発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 清水　伸一

2 長寿・障害総合研究事業　障害者対策
総合研究開発事業

食事評価・労働効率換算表を用いた身
体障害者の労働生産性、就労支援創出
の研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（京都大学）

横田　　勲
（分担者）

2 難治性疾患実用化研究事業
シーズ探索研究から発展する家族性地
中海熱（FMF）に対するトシリズマブの
医師主導治験

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（長崎大学）

渥美　達也
（分担者）

2 難治性疾患実用化研究事業 多系統萎縮症の自然歴と新規バイオ
マーカー開発に関する研究

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

玉腰　暁子
（分担者）

2 難治性疾患実用化研究事業 酸素の安定同位体 O-17標識水による
筋萎縮性側索硬化症の早期診断 MRI

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 工藤　與亮
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2 免疫アレルギー疾患実用化研究事業

自己免疫性疾患の臓器病変局所におけ
るシングルセル RNA シークエンスを
用いたマルチオミックス解析による病
態解明基盤の構築

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（東京大学）

渥美　達也
（分担者）

2 免疫アレルギー疾患実用化研究事業 T 細胞細胞内代謝に注目した全身性エ
リテマトーデスの病態解明

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構 河野　通仁

2 臨床研究・治験推進研究事業
京都大学大学院における臨床統計家育
成のための教育カリキュラムの標準化
のための研究開発

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（京都大学）

横田　　勲
（分担者）

2 受託研究

Separation of graft-versus-leukemia 
effect from graft-versus-host disease 
using KRP203 in combination with 
cyclosporine A

Priothera SAS 豊嶋　崇徳

2 受託研究 新規放射性医薬品の開発戦略に関する
研究

日本メジフィジックス
株式会社 横田　　勲

2 受託研究
コルヒチン無効あるいは不耐の家族性
地中海熱（FMF）を対象としたトシリズ
マブの継続投与試験

国立大学法人長崎大学 渥美　達也

2 受託研究 深層学習を用いた体軸性脊椎関節炎の
探索的画像評価研究 国立大学法人大阪大学 渥美　達也

2 受託研究 ソフトウェア機能評価 富士フイルムメディカル
株式会社 工藤　與亮

2 受託研究
CML モデルマウスを用いた，Ponatinib
の Agn1-Tie2シグナル阻害による休止
期がん幹細胞への作用の検討

大塚製薬株式会社 豊嶋　崇徳
橋本　大吾

2 共同研究 抗リン脂質抗体測定における開発試薬
の性能評価のための予備検討 シスメックス株式会社 渥美　達也

2 共同研究 運動器先端医学分野 株式会社日立
ハイテクノロジーズ 角家　　健

2 共同研究 下肢運動器疾患に関する基礎的および
臨床的研究

社会医療法人 北斗　
北斗病院 岩崎　倫政

2 共同研究 細胞架橋技術を用いた筋組織再生機能
を有するバイオマテリアルの開発 持田製薬株式会社 岩崎　倫政

2 共同研究 バイオマテリアル機能再生分野 持田製薬株式会社 岩崎　倫政

2 共同研究 栄養改善事業（中札内村七色献立プロ
ジェクト）の効果検証 中札内村 玉腰　暁子

2 共同研究 先進イメージングアプリケーションの
研究 株式会社日立製作所 工藤　與亮

2 共同研究 炎症回路を標的とした慢性炎症性疾患
の新規創薬の開発

株式会社ジーンテクノ
サイエンス 村上　正晃

2 共同研究
ストレスゲートウェイ反射や IL-6アン
プの阻害により脳および身体の炎症を
低減する物質の探索および効果検証

日本たばこ産業株式会社 村上　正晃

2 共同研究
重力刺激による血液脊髄関門、血液網
膜関門における血管ゲート形成と分子
発現の解析

一般財団法人
日本宇宙フォーラム 村上　正晃

2 共同研究
I d e n t i f i c a t i o n  a n d  a n a l y s i s  o f 
therapeutic targets for Alopecia 
Areata and Vitiligo

レオ　ファーマ株式会社 村上　正晃

2 共同研究 次世代型高精度粒子線治療システムの
研究（２） 株式会社日立製作所 白𡈽　博樹

2 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共株式会社 青山　英史
2 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬株式会社 秋田　弘俊
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2 研究助成（寄附金） 研究助成 日本ベーリンガーイン
ゲルハイム株式会社 秋田　弘俊

2 研究助成（寄附金） 研究助成
武田薬品工業株式会社

ジャパンファーマ
ビジネスユニット

秋田　弘俊

2 研究助成（寄附金） 研究助成 エーザイ株式会社 秋田　弘俊
2 研究助成（寄附金） 研究助成 大塚製薬㈱ 渥美　達也
2 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬株式会社 渥美　達也
2 研究助成（寄附金） 研究助成 サノフィ株式会社 渥美　達也
2 研究助成（寄附金） 研究助成金 アッヴィ合同会社 渥美　達也
2 研究助成（寄附金） 研究助成 協和キリン株式会社 渥美　達也

2 研究助成（寄附金） 研究助成 日本ベーリンガーイン
ゲルハイム株式会社 渥美　達也

2 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共株式会社 渥美　達也

2 研究助成（寄附金） 研究助成 日本イーライリリー
株式会社 渥美　達也

2 研究助成（寄附金） 研究助成 帝人ファーマ株式会社 渥美　達也

2 研究助成（寄附金） 研究助成 The Great Britain 
Sasakawa Foundation

アメングアル・
オルガ

2 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人ヒロセ財団 アラーテルカウィ
2 研究助成（寄附金） 自然科学研究助成（一般助成） 公益財団法人三菱財団 岩崎　倫政

2 研究助成（寄附金） Ⅰ . 特定研究開発助成 公益財団法人　
テルモ生命科学振興財団 岩崎　倫政

2 研究助成（寄附金） 研究助成 科研製薬（株） 岩崎　倫政
2 研究助成（寄附金） 研究助成 塩野義製薬（株） 岩崎　倫政
2 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共株式会社 岩崎　倫政
2 研究助成（寄附金） 研究助成 帝人ファーマ株式会社 岩崎　倫政
2 研究助成（寄附金） 自然科学研究助成（一般助成） 公益財団法人三菱財団 小野寺康仁
2 研究助成（寄附金） 研究助成 小林国際奨学財団 角家　　健
2 研究助成（寄附金） 研究助成 日本新薬（株） 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 大樹生命厚生財団 公益財団法人　
大樹生命厚生財団 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 医学研究資金（第31回伊藤記念研究助
成金）

一般財団法人
北海道心臓協会 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人　
東京生化学研究会 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 研究助成 エーザイ株式会社 工藤　與亮
2 研究助成（寄附金） 研究助成 GEヘルスケアファーマ（株） 工藤　與亮
2 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共株式会社 工藤　與亮
2 研究助成（寄附金） 調査・研究助成 日本リウマチ財団 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人　
興和生命科学振興財団 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） Ⅲ . 研究助成 公益財団法人　
テルモ生命科学振興財団 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 稲盛研究助成 公益財団法人　稲盛財団 河野　通仁
2 研究助成（寄附金） 倉田奨励金 公益財団法人　日立財団 河野　通仁

2 研究助成（寄附金） 学術研究助成
公益財団法人　

飯島藤十郎記念食品
化学振興財団

河野　通仁
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2 研究助成（寄附金） 秋山財団賞 公益財団法人秋山記念
生命科学振興財団 白𡈽　博樹

2 研究助成（寄附金） 研究助成 GS ジャパン 田中　勇希

2 研究助成（寄附金） 研究助成 公益財団法人　
興和生命科学振興財団 田中　勇希

2 研究助成（寄附金） 研究助成 グラクソ・スミスクライン
株式会社 田中　勇希

2 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬株式会社 豊嶋　崇徳
2 研究助成（寄附金） 医学研究（学術研究）資金 ＭＳＤ株式会社 豊嶋　崇徳
2 研究助成（寄附金） 研究助成 塩野義製薬（株） 豊嶋　崇徳
2 研究助成（寄附金） 研究助成 第一三共株式会社 豊嶋　崇徳
2 研究助成（寄附金） 研究助成 大日本住友製薬株式会社 豊嶋　崇徳
2 研究助成（寄附金） 医学研究（学術研究）資金 ＭＳＤ株式会社 中村　昭伸

2 研究助成（寄附金） 日本糖尿病財団・コストコ研究助成 公益財団法人
日本糖尿病財団 中村　昭伸

2 研究助成（寄附金） 研究助成 大鵬薬品工業（株） 本間　明宏
2 研究助成（寄附金） 研究助成 エーザイ株式会社 本間　明宏

2 研究助成（寄附金） 学術研究費 公益財団法人
杉野目記念会 本間　明宏

2 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬株式会社 真部　　淳

2 研究助成（寄附金） 研究助成
武田薬品工業株式会社

ジャパンファーマ
ビジネスユニット

真部　　淳

2 研究助成（寄附金） 研究助成 中外製薬株式会社 村上　正晃

2 研究助成（寄附金） 海外等研究者招へい助成 公益財団法人　
伊藤医薬学術交流財団 吉岡　充弘

2 研究助成（寄附金） 研究助成 日本ベーリンガーイン
ゲルハイム（株） 中村　昭伸

●その他．競争的資金
　科学研究費助成事業（科研費）

年度 研究種目 課題名 研究者名 役割

2 基盤研究（B）（繰越） 脳放射線治療の個別最適化に向けた包括的研
究 青山　英史 研究代表者

2 基盤研究（B） ベーチェット病のゲノムワイド亜型解析によ
るエビデンス創出とレジストリー構築 渥美　達也 研究分担者

2 基盤研究（C） 全身性エリテマトーデス患者の行動変容を促
すモバイルヘルスシステム開発と効果検証 渥美　達也 研究分担者

2 基盤研究（C）
Effects of  f ish consumption on cl inical 
response to targeted therapies in Japanese 
and Spanish patients with rheumatoid arthritis

Amengual Olga
（アメングアル　

オルガ）
研究代表者

2 挑戦的研究（萌芽） 培養細胞上の糖鎖抗原変化と自家細胞移植に
おける免疫応答発生機序の解明 岩崎　倫政 研究代表者

2 基盤研究（B） 粒子線治療の費用対効果評価のための標準的
な手法とデータに関する研究 清水　伸一 研究分担者

2 基盤研究（B） 通いの場における状態別の口腔機能向上・栄養
改善プログラムに関する地域介入研究 玉腰　暁子 研究分担者

2 基盤研究（C） 前期高齢者のボランティア参加と認知症発症
に関するパネルデータ研究 玉腰　暁子 研究分担者

2 新学術領域研究 コホート・生体試料支援プラットフォーム 玉腰　暁子 研究分担者
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2 基盤研究（C） 前期高齢者のボランティア参加と認知症発症
に関するパネルデータ研究 趙　　文静 研究分担者

2 基盤研究（C） グルコキナーゼの制御による膵β細胞量調節
メカニズムの解明 中村　 昭伸 研究代表者

2 基盤研究（C） エクソソームを介した細胞間コミュニケーショ
ンと新たな放射線治療標的の探索 Nam JinMin 研究代表者

2 研究活動スタート支援 上皮間葉転換（EMT）に伴う OXPHOS 活性亢進
機序の解明 半田　　悠 研究代表者

2 基盤研究（B） 高分解能 PET 装置を用いた冠動脈プラーク炎
症病変の可視化と心筋梗塞発症の機序解明 平田　健司 研究分担者

2 基盤研究（B） 左室駆出率が保持された心不全に対する個別
化医療を目指した多分野融合研究 平田　健司 研究分担者

2 基盤研究（C） 心サルコイドーシスの個別化診療に向けた MRI
と PET 統合テクスチャ解析法の開発 平田　健司 研究分担者

2 基盤研究（C） 人工知能技術を利用した医用画像診断支援シ
ステムの倫理リスクマネジメント手法の研究 平田　健司 研究分担者

2 基盤研究（C） 環境因子と高血圧の関連に及ぼす遺伝因子の
影響に関する検討 平田　　匠 研究代表者

2 基盤研究（B） 小児白血病の発症要因および生存者の医学的・
社会的予後に関する包括的な疫学研究 真部　　淳 研究分担者

2 挑戦的研究（萌芽） ストレス免疫学の創生 村上　正晃 研究代表者

2 研究活動スタート支援 深層学習による血管造影用カテーテライゼー
ション難易度と最適なカテーテル形状の解明 森田　　亮 研究代表者

2 基盤研究（B） 左室駆出率が保持された心不全に対する個別
化医療を目指した多分野融合研究 横田　　勲 研究分担者

2 基盤研究（C） マルチプレックス RT-PCR 法による包括的な体
液の識別検査法の開発 横田　　勲 研究分担者

2 基盤研究（B） 抗リン脂質抗体による中枢神経障害メカニズ
ムの解明 渥美　達也 研究代表者

2 若手研究 精神神経ループス発症の分子機序と新規治療
の開発：ミクログリアの細胞型分化機構 河野　通仁 研究代表者

2 基盤研究（B） 移植組織制御による新規脊髄再生方法の開発 角家　　健 研究代表者
2 基盤研究（C） p53による核内ヒストン動態制御機構の解明 及川　　司 研究代表者

2 新学術領域研究（研究領域提案型） 細胞内非平衡状態を情報源とした上皮性維持
と喪失の制御 及川　　司 研究代表者

2 基盤研究（C） 進行癌における Arf6経路を介した免疫チェッ
クポイント PD-L1の制御機構の解明 橋本　あり 研究代表者

2 基盤研究（C） 量子生命科学的アプローチによる金ナノ粒子
の放射線増感効果の解明と最適化への挑戦 橋本　孝之 研究代表者

2 基盤研究（B） 混合研究法による積雪寒冷地において冬季身
体活動量低下を防止するプログラムの検討 玉腰　暁子 研究代表者

2 挑戦的研究（開拓） ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能
に影響する歩行パラメータと修飾要因の検討 玉腰　暁子 研究代表者

2 挑戦的研究（開拓）（繰越） ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能
に影響する歩行パラメータと修飾要因の検討 玉腰　暁子 研究代表者

2 基盤研究（B）（繰越） 0－17酸素 MRI による細胞内代謝の仮視化 工藤　與亮 研究代表者

2 基盤研究（B） 上皮 integrity 維持機構多様性の生物学的意義
の解明 佐邊　壽孝 研究代表者

2 基盤研究（B） 腫瘍内の代謝微小環境が放射線耐性を誘導す
るメカニズムの解析 小野寺康仁 研究代表者

2 基盤研究（C） エクソソームを介した細胞間コミュニケーショ
ンと新たな放射線治療標的の探索 小野寺康仁 研究分担者
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年度 研究種目 課題名 研究者名 役割

2 基盤研究（B） 微小空間画像による極低侵襲・マーカーレス実
時間画像誘導放射線治療技法の開発 清水　伸一 研究代表者

2 若手研究 人工知能を用いて管腔臓器の位置および形状
を予測・追跡する技術の開発 西岡健太郎 研究代表者

2 基盤研究（A） ストレスゲートウェイ反射により「病は気から」
の分子機構を解き明かす 村上　正晃 研究代表者

2 基盤研究（C） 癌の転移先臓器決定と覚醒における Crk および
Exosome の機能解析 津田真寿美 研究代表者

2 基盤研究（A） 高機能ゲルによるがん幹細胞リプログラミン
グと治療薬開発基盤の創出 田中　伸哉 研究代表者

2 若手研究 新規ストレス誘導性細胞の機能解析とストレ
スバイオマーカーの確立 田中　勇希 研究代表者

2 基盤研究（B） 陽子線 CT 搭載型ヘリウム・陽子線混合治療装
置と免疫賦活照射法の研究開発 白𡈽　博樹 研究代表者

2 基盤研究（B）（繰越） 陽子線 CT 搭載型ヘリウム・陽子線混合治療装
置と免疫賦活照射法の研究開発 白𡈽　博樹 研究代表者

2 基盤研究（C） 半導体 PET と深層学習を利用した FDG PET か
らの腫瘍血流・代謝の同時定量 平田　健司 研究代表者

2 基盤研究（B） GVHD による腸内フローラ異常の網羅的解析と
治療法の開発 豊嶋　崇徳 研究代表者

2 挑戦的研究（萌芽） R-Spondin による肝幹細胞を標的とした造血幹
細胞移植後肝傷害の治療開発 豊嶋　崇徳 研究代表者

●令和２年度厚生労働科学研究費（代表者・分担者分）

年度 研究種目 研究課題名 研究者名 役割
2 エイズ対策政策研究事業 HIV 感染症の医療体制の整備に関する研究 豊嶋　崇徳 分担者

2 がん対策推進総合研究事業

小児・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存
に関わる心理支援体制の均てん化と安全な長
期検体保管体制の確立を志向した研究‐患者
本位のがん医療の実現を目指して

真部　　淳 分担者

2 がん対策推進総合研究事業 がん治療における緩和的放射線治療の評価と
普及啓発のための研究 白𡈽　博樹 分担者

2 がん対策推進総合研究事業
学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向
上と次世代を担う希少がん領域の人材育成に
資する研究

本間　明宏 分担者

2 厚生労働科学特別研究事業
新型コロナパンデミック下の造血幹細胞移植
ドネーションを推進するためのシステム改革
のための研究

豊嶋　崇徳 代表者

2 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
総合研究事業

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび
集団のリスクの評価ツールの開発及び臨床応
用のための研究

玉腰　暁子 分担者

2 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
総合研究事業

後期高齢者の歯科受診による全身疾患の予防
効果に関する研究：傾向スコアを用いた共変量
調整法による因果効果の推定

平田　　匠 分担者

2 新興・再興感染症及び予防接種政策推
進研究事業

一類感染症等の患者発生時に備えた臨床的対
応に関する研究 豊嶋　崇徳 分担者

2 難治性疾患政策研究事業 自己免疫疾患に関する調査研究 渥美　達也 分担者
2 難治性疾患政策研究事業 特発性造血障害に関する調査研究 真部　　淳 分担者

2 難治性疾患政策研究事業
先天性骨髄不全症の登録システムの構築と診
断基準・重症度分類・診断ガイドラインの確立
に関する研究

真部　　淳 分担者
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年度 研究種目 研究課題名 研究者名 役割

2 労働安全衛生総合研究事業 医療機関における治療と仕事の両立支援の推
進に資する研究 白𡈽　博樹 分担者

2 労働安全衛生総合研究事業 中小企業等における治療と仕事の両立支援の
取り組み促進のための研究 白𡈽　博樹 分担者
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。

88



RESEARCH CENTER FOR COOPERATIVE PROJECTS

北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。

89







Hokkaido University Faculty of Medicine
Research Center for Cooperative Projects

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
　
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー「
フ
ラ
テ
」　
概
要
2
0
2
１
／
業
績
2
0
2
0

北海道大学大学院医学研究院

〒060-8638
北海道札幌市北区北15条西7丁目　医学研究院内

TEL. (011) 706-7440

連携研究センター 「フラテ」

H
o

kka
id

o
 U

n
ive

rsity Fa
c

u
lty o

f M
e

d
ic

in
e

 R
e

se
a

rc
h

 C
e

n
te

r fo
r C

o
o

p
e

ra
tive

 Pro
je

c
ts

連携研究センター
「フラテ」

北海道大学大学院医学研究院

Hokkaido University Faculty of Medicine Research Center for Cooperative Projects

概要2021
業績2020


